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必要なもの

1 ビューファインダーを取り付ける（8ページ）

2 電源をつなぐ（65ページ）

本体

1 本体のリングをゆるめ、

取付部に差し込む。

2 ビューファインダーの

左右の位置を調節し、

リングを締め付けて固

定する。

3 コネクターを本体へ差

し込む。

屋外ではバッテリーを使います → 9ページ 接続プラグをはずすとき
プラグを持って引き抜く

ACパワーアダプターAC-V615
以外は使用しないでください。

とにかく撮って見る

アクセサリーキット（別売り）

ACパワーアダプター
AC-V615

接続コード
DK-715��������

DVカセット （別売り）

本機ではDVカセット の
み使えます。

VIEW
FINDER

接続プラグ
（カバーを開けて差し込む）

接続コード

コンセントへ
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準
備

3 カセットぶたを閉める。

EDITSEARCHー Œボタンをポンと1回押
す。
最後に撮影した場面が
数秒間ファインダーに
映り、もとの位置に戻
る。

ファインダー
この部分に目をあて
て画像を見ます。

EDITSEARCH

ピッ 
START/STOP

LOCK

STANDBY

PHOTO
STANDBY

2 テープ窓を外側に、ツマ
ミを上にしてカセットを
押し込む。

ツマミ

3 カセットを入れる（11ぺージ）

4 撮影する（13ページ）

5 撮影できたか、ちょっと確認する（17ページ）

1 カセットぶたを開ける。

1 フードキャップをはずす。 2 POWERスイッチを「ON」にする。

3 CAMERA/VTRスイッチを
「CAMERA」にする。

4 AUTO LOCKスイッチが「ON」に
なっていることを確認する。

5 スタンバイスイッチを

「STANDBY」にする。

6 赤いボタンを押す。
撮影が始まる。
もう1度押すと止まる。

∫

テープ窓
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見やすい画像にするコツは、ビデオカメラを動かしすぎないことです。
ふらつかないよう、安定した姿勢で撮影しましょう。

うまく撮る姿勢

グリップの角度を調節する

には
ネジをコインなどでゆるめてから、
使いやすい角度に調節し、ネジをし
める。
グリップのマークに合わせて、3段
階の切り換えができます。

肩あての位置を調節するに

は
2本のネジをコインなどでゆるめて
から、ご自分に合う位置を決め、ネ
ジをしっかりしめる。

アイカップを目にしっかりあてる。

体がふらつかないように少し足を
開く。

肩にのせて右わきをしめる。

グリップベルトを
しっかりしめる。

低い位置で撮る姿勢

（ローアングル）
ビューファインダーを
上に向ける。
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準
備

撮影の基本

ビデオカメラをふり回さない。

写真のつもりで固定して撮ります。左右に動

かすとき（パンニング）は、撮り終わりの方

につま先を向け、ゆっくり動かします。撮り

始めと終わりは、しっかり止めます。

ズームは多用しない。
ワイド

ズームボタンをW側（Wide：広角）にする
と、ブレが少なく、ピントが合いやすい状態

になります。被写体を大きく撮りたいときは

近づいて撮ることをおすすめします。ズーム
テレフォト

ボタンをT側（Telephoto：望遠）にして撮
るよりも、音もよく入り、安定したきれいな

画像が撮影できます。

安定した画面にする。

• 壁によりかかるなどして安定した姿勢をと
る。

• 水平、垂直の線をファインダーの枠に合わ
せる。

• 三脚を使う。

ネジの長さが6.5mm未満のものをお使い
ください。また、取り付けるときはバラン

スに充分注意し、ネジをしっかりと締め落

下や転倒しないようにご注意ください。

逆光を避ける。

太陽を背にして、被写体の正面に光が当たる

ようにします。

ご注意 

ハンドルとグリップ以外をつかんで本機を持ち上
げないでください。

ピタッ
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必ずお読みください

別売りのアクセサリーキットについて
本機をお使いになるには、別売りのアクセサリーキットが必要です。
お持ちでない場合は、お買い求めください。詳しい内容については、
アクセサリーキットの取扱説明書をご覧ください。

ためし撮り
必ず事前にためし撮りをし、正常に録画・録音されていることを確
認してください。

録画内容の補償はできません。
万一、デジタルビデオカメラレコーダーなどの不具合により録画や
再生がされなかった場合、記録内容の補償については、ご容赦くだ
さい。

著作権について
あなたがビデオで録画・録音したものは、個人として楽しむほか
は、著作権法上、権利者に無断で使用できません。なお、実演や興
業、展示物などのうちには、個人として楽しむなどの目的があって
も、撮影を制限している場合がありますのでご注意ください。

本書内の写真について
ビューファインダー内の映像を説明するのに、スチルカメラによる
写真を使っています。実際に見えるものとは異なります。
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準備1 ビューファインダーを取り付ける

本体にビューファインダーを取り付けます。

ストッパーピン

1

b

VIEW
FINDER

1 本体のリングをゆるめ取付部に差し込む。

2 見やすい位置にファインダーの左右の位置を
調節し、リングを締め付けて固定する。

3 コネクターを本体のVIEW FINDER接続端
子へ差し込む。
端子の溝とコネクターの突起を合わせる。

ビューファインダーを取りはずす

リングをゆるめ、ストッパーピンを上げながらはずす。

ご注意 

本体のVIEW FINDER接続
端子には、付属のビューファ
インダー以外は接続しないで
ください。

2 3
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準
備

準備2 バッテリーを充電する

バッテリーの充電には別売りのACパワーアダプターAC-V615が必要です。
別売りのACパワーアダプターの取扱説明書もあわせてご覧ください。

1 バッテリーを押しながら下にずらしてつける。

2 コンセントにつなぐ。
充電が始まると、充電ランプが点灯する。

充電が終わると消える（実用充電）。さらに約1時間充電
すると若干長く使えます（満充電）。

充電器から取りはずす

バッテリーを上にずらす。

充電時間

バッテリー 満充電時間 （実用充電時間）

NP-F730 約250分 （約190分）

NP-F750 約270分 （約210分）

NP-F930 約330分 （約270分）

NP-F950 約360分 （約300分）

使い切ったバッテリーをAC-V615で充電したときの時間です。

バッテリーについて

• バッテリーには充電確認
マークがついています。
充電後に「■」側にする習
慣にしておくと、ひと目で
充電済みかどうかわかり便
利です。

ACパワーアダプターにつ
けて充電したときは自動的
に「■」側になります。

• 本体にバッテリーを取り付
けたまま充電する→65
ページ

1 2

充電確認マーク

充電ランプ
（オレンジ色）

ACパワー
アダプター

バッテリー
（別売り）
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準備3 バッテリーを取り付ける

バッテリーを押しながら下へずらす。

本体から取りはずす

BATTボタンを押しながら
バッテリーを上にずらす。

使用時間

バッテリー 連続撮影時* 実撮影時**

NP-F730 約 80 （75）分 約 50 （45）分

NP-F750 約 95 （85）分 約 60（55）分

NP-F930 約 120 （110）分 約 75（70）分

NP-F950 約 145 （130）分 約 90（80）分

満充電してから使用したときの時間、（　）内は実用充電してからの時間。

* 25 °Cで連続撮影したときの時間の目安。
**録画、スタンバイ、電源入／切、ズームなどを繰り返したときの撮影
時間の目安。
低温では使用時間が短くなります。

誤動作を防ぐために
バッテリーを取り付け、取り
はずしするときは必ず

POWERスイッチを「OFF」
にしましょう。

本機はInfoLITHIUM（イン
フォリチウム）バッテリー対
応機器ではありません。
インフォリチウムバッテリー
を使用しても、分表示は出ま
せん。
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準備4 カセットを入れる

DVカセット のみ使えます。ミニDVカセット は使えません。

EJECT6

1 2 3

1 カセットぶたを開ける。

2 テープ窓を外側に、誤消去防止ツマミを上に
してカセットを押し込む。

3 カセットぶたを閉める。

カセットを取り出す

カセットぶたを開け、EJECT6ボタンを押す。

ご注意 

• カセットを無理に押し込ま
ないでください。故障の原
因になります。

• カセットを取り出すときは
カセットぶたを閉めないで
ください。

• カセット入れに指をはさま
ないようにご注意くださ
い。

• カセット入れにDVカセッ
ト以外のものを入れないで
ください。

• カセットを入れるときは
POWERスイッチを「ON」
にすることをおすすめしま
す。

カセットを取り出すときに
「C MEMORY」の表示が出
たら
カセットメモリー書き込み中
のため取り出せません（90
ページ）。表示が消えると自
動的にカセットが出てきま
す。
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準備5 ファインダーを調節する

ご注意 

電源が入っているときに、
ファインダーの接続コードを
抜かないでください。

ファインダーの角度を調節す
るときは
上に120度、下に90度まで
調節することができます。

ファインダーの明るさを調節
するときは

BRIGHTつまみで調節しま
す。

ファインダーのコントラスト
を調節するときは

CONTRつまみで調節しま
す。

ファインダーの画像がはっきり見えないとき、自分の視力に合わせて調節しま
す。

120°

90°

解除

ロック

1

1 POWERスイッチを「ON」にする。

2 CAMERA/VTRスイッチを「CAMERA」に
する。

3 スタンバイスイッチを「STANDBY」にす
る。

4 視度調節リングを回す。
ファインダーの文字がはっきり見えるようにする。

ファインダーの前後位置を調節するときは

ロックレバーを前側に押してロックを解除します。

前後位置を調節し、ロックレバーをもとの位置に戻します。

2

4

3

POWER

OFF ON

POWER

VTR

CAMERA

START/STOP

LOCK

STANDBY

PHOTO
STANDBY

ピッ 
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撮影する

AUTO LOCKスイッチを「ON」に、FOCUSスイッチを「AUTO」にしてお
けばピント合わせも自動で、簡単に撮影ができます。

ご注意 

ビューファインダーやレンズ
を太陽に向けたままにすると
故障の原因になります。
窓際や屋外に置くときはご注
意ください。

テープの最初から撮影すると
きは

15秒ほど撮影してから本番
の撮影をすることをおすすめ
します。テープの一番初めか
ら撮影すると、他の再生機で
は初めの部分が欠けることが
あります。

ファインダー内に「ND ON」
が点滅したときは

ND FILTERスイッチを
「ON」にします。（44ペー
ジ）

きれいなつなぎ撮りのために
カセットを取り出さない限
り、電源を切っても、撮影し
た場面はきれいにつながりま
す。バッテリーの交換はスタ
ンバイスイッチを「LOCK」
にしてから行えば、きれいな
つなぎ取りができます。

1 フードキャップをはずし、グリップベルトに
止める。
バッテリーなどの電源を付け、カセットを入れる。
「準備1～5」（8～12ページ）をご覧ください。

2 POWERスイッチを「ON」にする。

3 CAMERA/VTRスイッチを「CAMERA」に
する。

4 スタンバイスイッチを「STANDBY」にす
る。

次のページへつづく 

VTR

CAMERA

POWER

OFF ON

POWER
2  

撮
る

4 5

3

1

b
START/STOP

LOCK

STANDBY

PHOTO
STANDBY

ピッ 
                                              STBY
                                       0 : 00 : 00

                                      120 min

撮影スタンバイ 

Ò
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撮影する（つづき）

近くのものにピントがうまく
合わないときは
ズームボタンのＷ側を押して
広角にします。
ピントが合うのに必要な被写
体との距離は、Ｗ側では約1
cm以上、Ｔ側では約80cm
以上です。

撮影スタンバイ状態が5分以
上続くと
自動的に電源が切れます。こ
れはバッテリーの消耗を防
ぎ、テープを保護するためで
す。再び撮影を始めるにはス
タンバイスイッチを1度
「LOCK」にしてから、
「STANDBY」に戻します。

タイムコードについて
撮影中はファインダー内に
テープ走行時間が「0：00：
00」（時：分：秒）と出ま
す。再生中は「0：00：00：
00」（時：分：秒：フレーム）
と出ます。テープの途中に無
記録部分があると、タイム
コードは0から始まります。
あとからこのタイムコードだ
けを書き直すことはできませ
ん。なお、本機のタイムコー
ドはドロップフレーム方式で
す。（88ページ）

テープ残量表示について
テープの種類によっては正し
く表示されないことがありま
す。また、表示が出ない場合
は、再生または録画が始まる
と数秒で表示が出ます。

5 START/STOPボタンを押す。
撮影が始まる。

もう1度押すと止まります。

撮影中は前部と後部の録画／バッテリーランプが点灯し
ます。

撮影中の表示

これらの表示はテープには記録されません。

1録画／バッテリーランプ
2手振れ補正「ON」のときに出る。（46ページ）
3 NDフィルター「ON」のときに出る。（44ページ）
4タイムコード表示
5テープ残量表示（87ページ）
6バッテリー残量表示

b

録画中 

Ò

                                              REC
                                       0 : 00 : 00

                                      120 min

                            ND                REC
                                       0 : 00 : 01
                                          120 minÒ

Ó

START/STOP

LOCK

STANDBY

PHOTO
STANDBY

ピッ 
撮影中に
点灯する。
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MIC（PLUG IN
POWER）（外部マイク入
力端子）について
外部マイクをつないで音声
を録音できます。
外部マイクをつないでいる
ときには、本体のマイクの
音は録音できません。

前部録画/バッテリーランプ
を消すには

TALLYスイッチを「OFF」
にします。
後部録画/バッテリーランプ
は消えません。

デジタルズームを使うと

• ズーム倍率は20倍までに
なります。

• 画像をデジタル処理する
ため画質が低下します。
デジタルズームを使う必
要がないときは、メ
ニューで「D ZOOM」を
「OFF」にすると、気付か
ないうちにデジタルズー
ムになるのを防ぎます。
（66ページ）
初期設定は「OFF」に
なっています。

ズームする

ズームボタンを押す。

軽く押すとゆっくりズームし、さらに強く押すと速くズームす

る。

使いすぎると見づらい作品になります。

デジタルズームを使用する

DIGITAL MODEスイッチを「ZOOM/16:9WIDE」に合わ
せ、メニューで「D ZOOM」を「ON」にします。（66ページ）
「ON」にすると10倍を超えるズームはデジタルズームになりま
す。

初期設定は「OFF」になっています。

撮影が終わったら

1 スタンバイスイッチを「LOCK」にする。

2 カセットを取り出す。

3 POWERスイッチを「OFF」にする。

4 バッテリーを取りはずす。

 

撮
る

TW

被写体が大きくなる
テレフォト

（望遠：Telephoto）

被写体が小さくなる
ワイド

（広角：Wide）

T

W

このラインよりＴ側がデジ
タルズームになります。
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音声モードを切り換える

音声の記録モードは、16ビットモードまたは後から音声を追加
できる12ビットモードのどちらかを選ぶことができます。

AUDIO MODEスイッチを切り換える。

「16BIT」に合わせるとファインダー内に「16BIT」表示が出ま
す。

撮影中の音をモニターする

内蔵スピーカーまたはヘッドホンで撮影中の音をモニターでき

ます。

スピーカーでモニターする

SPEAKERスイッチを「ON」にし、MONITOR LEVELつま
みで音量を調節する。

ヘッドホンでモニターする

2（ヘッドホン）端子にヘッドホン（別売り）をつなぎ、

MONITOR LEVELつまみで音量を調節する。

ヘッドホンをつなぐとスピーカーから音は出ません。

ご注意 

• 撮影中に音声モードを切り
換えると、数秒間の無音部
分ができます。

• 16ビットモードで記録し
たテープには、アフレコは
できません。

マイクの指向性を切り換える
とき

DIRECTION SELECTス
イッチで、マイクの指向角
（ステレオ拡がり角）を切り
換えることができます。
0°を選ぶとモノラルになりま
す。

録画中内蔵スピーカーの音が
ハウリングするとき

MONITOR LEVELつまみで
音量を下げるか、SPEKER
スイッチを「OFF」にしてく
ださい。

撮影する（つづき）

AUDIO MODE
12BIT 16BIT

SPEAKER
ON OFF

2（ヘッドホン）端子
MONITOR
LEVEL つまみ
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撮
る

撮影内容を確認する

最後の場面を確認する－レックレビュー

［撮影スタンバイ中］に

EDITSEARCHボタンの－Œ側をポ

ンと1回押す。

最後に撮影した場面が数秒間出て、再

び撮影スタンバイに戻る。

スピーカーまたはヘッドホンで音も確

認できます。

正方向または逆方向に再生する
－エディットサーチ

［撮影スタンバイ中］に

EDITSEARCHボタンの再生したい
側を押し続ける。

強く押すと2倍速になる。

指を離したところが、次の撮影開始点になる。

音は出ません。

EDITSEARCH

撮影した内容をファインダーで確認できます。撮り直しの開始点を決めること
もできます。
撮った画面が気になるときに使います。

長い内容を確認したいとき

CAMERA/VTRスイッチを
「VTR」にすると、ファイン
ダーで再生画像が見られま
す。操作は19ページ「テレ
ビで見る」の手順と同じで
す。

エディットサーチについて

CAMERA/VTRスイッチが
「VTR」のときも、再生一時
停止からエディットサーチが
できます。

EDITSEARCHボタン

EDITSEARCH

正方向     逆方向
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テレビにつなぐ

すでにテレビにビデオがつながっているとき

本機をビデオの外部入力端子につなぐ。

ビデオの入力切り換えスイッチは「外部入力（ライン）」にして

ください。

音声入力端子がひとつ（モノラル）のテレビにつ
なぐとき

AV接続ケーブル（付属）の黄色いプラグを映像入力へ、白
いプラグを音声入力へつなぐ。（赤いプラグは接続不要で

す。）

音声はモノラルです。このとき、本機につないだヘッドホンの

音声もモノラルです。

映像／音声入力端子のないテレビにつなぐとき

別売りのRFUアダプターをお使いください。

テレビとRFUアダプターの取扱説明書をご覧ください。音声は
モノラルです。

撮影したテープをテレビで見るときは、本機を付属のAV接続ケーブルでつな
ぎます。
電源は別売りのACパワーアダプターAC-V615を使って、コンセントからとる
ことをおすすめします（65ページ）。接続する機器の取扱説明書もご覧くださ
い。

テレビ／ビデ
オ切り換えス
イッチを「ビ
デオ」にする

音声入力へ
：信号の流れ

S(S1)映像 

入力 

音声 

映像 
映像入力へ

S映像
ケーブル
（付属） S（S1）映像

入力へ

お持ちのテレビにS1端子が
ついていて、本機のS1端子
とつないでいるとき
本機で撮影したワイド画像を
映そうとすると、自動的にワ
イド画像に切り換わります。

S（S1）映像端子付きテレビにつなぐ場合、この接続を
行うと、再生画像がより鮮明になります。（この場合、
AV接続ケーブルの黄色い映像端子は接続不要です。）

AUDIO
OUTへ

S1VIDEO
OUTへ

VIDEO
OUTへ

AV接続
ケーブル
（付属）



19

撮影したテープなどをテレビで見ます。ファインダーでも見られます。
本機をテレビにつなぎ、本機からの映像がテレビに映るようにしておきます。

 

見
る

テレビで見る

1 POWERスイッチを「ON」にする。

2 CAMERA/VTRスイッチを「VTR」にする。

3 操作ボタンカバーを開け、0REW（巻戻
し）ボタンを押す。

巻き戻しが始まる。

4 ·PLAY（再生）ボタンを押す。

画像が映る。

ご注意 

外国製のビデオソフトの中に
は、カラーテレビ方式が異な
るため本機で再生できないも
のもあります。

本機のスピーカーまたはヘッ
ドホンで再生中の音声を聞く
ときは

MONITOR LEVELつまみで
音量を調節します。

見たい場面に戻るには
再生中に後でもう一度見たい
ところでZERO SET
MEMORYボタンを押しま
す。
再生後0REWボタンを押
すと、0:00:00付近で止まり
ます。

STOP REW PLAY FF PAUSE REC

次のページへつづく 

STOP, .

PLAY FFREW 34

34

1

2

STOP REW PLAY FF PAUSE REC



20

タイムコードなどの表示を出す－画面表示機能

リモコンのDISPLAYボタンを押す。

ファインダー内に出る文字がテレビ画面に出ます。もう1度押
すと消えます。

CAMERA/VTRスイッチを「CAMERA」にしたときも同じよ
うに出ます。

いろいろな再生

止める

［再生中］にπSTOP（停止）ボタンを押す。

静止画を見る

［再生中］にPPAUSE（一時停止）ボタンを押す。

もう1度押すか、·PLAY（再生）ボタンを押すとふつうの再生
に戻る。

早送りする

［再生中］にπSTOP（停止）ボタンを押し、)FF（早送り）ボ
タンを押す。

·PLAY（再生）ボタンを押すとふつうの再生に戻る。

巻き戻す

［再生中］にπSTOP（停止）ボタンを押し、0REW（巻戻し）
ボタンを押す。

·PLAY（再生）ボタンを押すとふつうの再生に戻る。

テレビで見る（つづき）

一時停止（静止画）について

5分以上続くと自動的に停止
状態になります。再生する
ときは、もう1度·PLAYボ
タンを押します。

スロー再生について

1分以上続くと自動的にふつ
うの再生に戻ります。

変速再生について

• 変速再生中は音声は出ま
せん。

• 前の画像がモザイク状に
残って再生されることが
あります。故障ではあり
ません。

スロー再生または静止画の
ときは
前の画像が残ることがあり
ます。

DISPLAYボタン
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見
る

逆方向に再生する

［再生中］に<ボタンを押す。

·PLAY（再生）ボタンを押すとふつうの再生に戻る。

画像を見ながら早送り/巻き戻しする
（ピクチャーサーチ）

［再生中］に)FF（早送り）/0REW（巻戻し）ボタンを押し
続ける。

離すと、ふつうの再生に戻る。

早送り/巻き戻し中に画像を見る（高速アクセス）

［早送り中］または［巻き戻し中］に)FF（早送り）/0REW
（巻戻し）ボタンを押し続ける。

離すと、早送りまたは巻き戻しに戻る。

スロー画を見る（スロー）

［再生中］に7SLOW（スロー）ボタンを押す。

逆方向にスロー再生するときは、<ボタンを押してから

7SLOW（スロー）ボタンを押す。

·PLAY（再生）ボタンを押すとふつうの再生に戻る。

2倍速で見る（倍速再生）

［再生中］にリモコンのX2ボタンを押す。

逆方向に倍速再生するときは、<ボタンを押してからリモコン

のX2ボタンを押す。

·PLAY（再生）ボタンを押すとふつうの再生に戻る。

コマ送りで見る

［再生一時停止中］に>ボタンを押す。

逆方向にコマ送りするときは、<ボタンを押す。
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フェードイン・フェードアウトする

白画面から徐々に画像と音を出したり

（フェードイン）、逆に徐々に消したり

1 • フェードインは [撮影スタンバイ中] に
• フェードアウトは [撮影中] に
FADER/OVERLAPボタンを押して
「FADER」表示を出す。

2 START/STOPボタンを押す。
フェーダー表示が点滅から点灯に変わり、フェード終了
後に消える。フェードイン、フェードアウトはフェード
終了後に自動的に解除されます。

フェードイン・フェードアウトを解除する

フェード終了後：自動的に解除される。

フェード前：START/STOP ボタンを押す前に再度FADER/
OVERLAPボタンを押し、ファインダーの表示を消す。

ご注意 

次のようなときはフェードイ
ン・フェードアウトはできま
せん。

• インターバル録画中
• コマ撮り中
• フォトモード中

こんなときに使うと効果的で
す

• 大きな場面転換（フェード
イン・フェードアウト）

• 物語の始めなど（フェード
イン）

• 一日の終わりなど（フェー
ドアウト）

• 余韻を残して終わる
（フェードアウト）

フェードを多用すると
被写体の状況がわかりづらく
なり、見づらい映像になりま
す。

（フェードアウト）する演出ができます。

例：白画面からのフェードイン

押すたびに変わります。
FADER→OVERLAP→（表示無し）

FADER

OVERLAP

FADER/OVERLAPボタン

b b b
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使
い
こ
な
す
―
撮
影
―

最後の場面を残しながら、徐々に次の場面に
切り換えられます。

•大きな場面転換

•余韻を残して場面を変える

1  ［撮影スタンバイ中］に
DIGITAL MODEスイッチを「OVERLAP」
にする。

2 FADER/OVERLAPボタン押して
「OVERLAP」表示を出す。

押すたびに変わります。
FADER→OVERLAP→（表示無し）

3 START/STOPボタンを押す。
記憶していた画面をフェードアウトしながら、撮影中の
画面をフェードインする。

オーバーラップを解除する

オーバーラップ終了後：自動的に解除される。

オーバーラップ前：START/STOPボタンを押す前に再度
FADER/OVERLAPボタンを押し、ファインダーの表示を消す。

2つの画像をオーバーラップする

ご注意 

次のようなときはオーバー
ラップはできません。

• インターバル録画中
• コマ撮り中
• フォトモード中
• DIGITAL MODEスイッチ
が「ZOOM/16:9WIDE」
になっているとき

オーバーラップを多用すると
被写体の状況がわかりづらく
なり、見づらい映像になりま
す。

撮影中以外の状態から撮影ス
タンバイにして
「OVERLAP」を出すと
本機が自動的に動作し、テー
プ上の画像を記憶します。

b b

FADER

OVERLAP

FADER/OVERLAPボタン

DIGITAL
MODEスイッチ
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再生したときに横長の画面になるように撮影

します。接続するテレビの取扱説明書もあわ

せてご覧ください。

ワイドテレビで画面いっぱいに映る

ようにしたいとき。

横長の画面で撮るーワイドTVモード

再生

通常のテレビ（4:3）

1  ［撮影スタンバイ中］に
DIGITAL MODEスイッチを「ZOOM/
16:9WIDE」にする。

2 操作ボタンカバーを開け、MENUボタンを押
して、メニュー画面を出す。

ワイドTVモードで撮影した
テープを見るとき

• ワイドテレビで見る
テレビを「フルモード」に
します。
メニューの「WIDE PB」
を「OFF」にします。

• 通常のテレビで見る
メニューの「WIDE PB」
を「ON」にします。上下
に黒い帯が出るシネマモー
ドで見られます。「OFF」
にすると縦長に圧縮された
画面になります。

画面表示は
ワイドテレビで見ると、横長
の文字になります。

ビデオIDシステム（ID-1）方
式対応テレビにつなぐと
「16:9WIDE」を「ON」にし
て記録されたテープを再生す
ると、自動的にフルモード
（16:9）に切り換わります。
テレビのS1映像入力端子に
接続したときも自動的に切り
換わります。

ワイドテレビ（16:9）

ファインダー

MENUボタン

DIGITAL
MODEスイッチ

EXECUTEボタン

∨/∧ボタン
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使
い
こ
な
す
―
撮
影
―

3 ∨または∧ボタンを押して「16:9WIDE」
を選び、EXECUTEボタンを押す。

4 ∨または∧ボタンを押して「ON」を選
び、EXECUTEボタンを押す。

5 MENUボタンを押して、メニュー画面を消
す。

16:9WIDE表示が出る。

ワイド画面で撮影できます。

ワイドTVモードを解除する

メニューで16:9WIDEを「OFF」にするか、DIGITAL MODE
スイッチを「OVERLAP」にする。

MENU

D ZOOM              
16 : 9 WIDE           OFF
ZEBRA
COMMANDER
BEEP
FRAME REC
INT REC

[ MENU ] : END

b
MENU

16 : 9 WIDE        OFF
                           ON

[ MENU ] : END
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PHOTO
CAPTURE

通常のスチルカメラで撮影するように、静止

画を録画できます。

シャッタースピード、アイリス、ゲインなど

手動調節でも撮影できます。

• 後からテレビやモニターで記念写真
のように見たいとき

• パソコンに静止画を取り込みたいと
き

• ビデオプリンターでプリントしたい
とき、など。

静止画を撮る―フォトモード撮影

1 スタンバイスイッチを「PHOTO
STANDBY」にする。
PHOTO表示が出る。

2 PHOTOボタンを軽く押して画像を確認す
る。
画像が静止状態になり、PHOTO CAPTURE表示が出
る。

PHOTOボタンは軽く押したままにしておきます。

画像を選びなおすときは、PHOTOボタンを離してから
選び、もう一度軽く押します。

ご注意 

リモコンのPHOTOボタンを
押すと、押したとき映ってい
る画像が記録されます。軽く
押して画像を選ぶことはでき
ません。

自動調節でのシャッタース
ピードは
明るさに応じて最大1/1000
秒まで調節されます。

lLANC端子

スタンバイスイッチ

PHOTOボタン
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使
い
こ
な
す
―
撮
影
―

ビデオフラッシュHVL-F7
（別売り）を使うときは
アクセサリーシューに取り付
けビデオフラッシュのLANC
ケーブルを本機のlLANC端
子につなぎます。
自動調節でのシャッタスピー
ドは1/60秒になります。手
動調節でも1/60秒に設定す
ることをおすすめします。

記録中にPOWERスイッチ
やスタンバイスイッチを切り
換えると
記録が終わったあとに切り換
わります。

3 PHOTOボタンを押し込む。
ボタンを押し込んだときの画像が約7秒間静止画で記録さ
れる。音声も同時に録音される。

フォトモードを解除する

スタンバイスイッチを「STANDBY」にする。

静止画をパソコンに取り込む

本機と別売りのDV静止画キャプチャーボードキットDVBK-
1000（PC/AT互換機用）を使うと、パソコンに静止画を取り込
めます。

詳しくはDV静止画キャプチャーボードキットDVBK-1000の
取扱説明書をご覧ください。

DV IN/OUT端子へ

ビデオキャプ
チャーボードの
DV端子へ

ビデオキャプチャー
ボードのLANC端子へ

LANCケーブル
（DVBK-1000に付属）

DVケーブル
（DVBK-1000に付属）

lLANC
（ランク）端子へ



28

MENU

16 : 9 WIDE
ZEBRA
COMMANDER
BEEP
FRAME REC
INT REC                 OFF
SLOW SHTR

[ MENU ] : END

被写体を一定時間ごとに録画できます。あら

かじめ設定した時間ごとに、録画と録画停止

を交互に行います。

花の開花や、昆虫の羽化など場面の

時間をおいて撮影するとき。

一定時間ごとに録画する―インターバル録画

1［撮影スタンバイ中］に
操作ボタンカバーを開け、MENUボタンを押
して、メニュー画面を出す。

2 ∨または∧ボタンを押して「INT REC」
を選び、EXECUTEボタンを押す。

3 ∨または∧ボタンを押して「SET」を選
び、EXECUTEボタンを押す。

ご注意 

フォトモードにするとイン
ターバル録画はできません。

以下の操作を行なうとイン
ターバル録画が解除されま
す。

• スタンバイスイッチを
「LOCK」にしたとき。

• POWERスイッチを
「OFF」にしたとき。

• CAMERA/VTRスイッチ
を「VTR」にしたとき。

他のメニューを続けて設定す
るには
手順の7で∧ボタンを押し
「RETURN」を選びます。

INTERVAL REC

RETURN
SET                     
INTERVAL 
REC TIME

[ RETURN ] : MENU

INTERVAL REC

RETURN
SET                     OFF 
INTERVAL 
REC TIME

[ RETURN ] : MENU

b

b

∨/∧ボタン

INTERVAL REC

SET                     OFF
                            ON

[ MENU ] : END

START/STOP ボタン

MENUボタン

EXECUTEボタン
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使
い
こ
な
す
―
撮
影
―

4  ∨または∧ボタンを押して「ON」を選
び、EXECUTEボタンを押す。

5 待機時間を設定する。

∨または∧ボタンを押して「INTERVAL」を選び、
EXECUTEボタンを押す。

∨または∧ボタンを押して待機時間を選び、

EXECUTEボタンを押す。

6 録画時間を設定する。

∨または∧ボタンを押して「REC TIME」を選び、
EXECUTEボタンを押す。

∨または∧ボタンを押して録画時間を選び、

EXECUTEボタンを押す。

7 MENUボタンを押し、メニュー画面を消す。

8 START/STOPボタンを押す。
インターバル録画が始まる。

途中で止める

START/STOP ボタンを2回押す。

インターバル録画の撮影スタンバイになる。

1回だけ押すと通常の録画になる。

インターバル録画を解除する

メニュー画面で「INT REC」を「OFF」にする。

INTERVAL REC

RETURN
SET                     
INTERVAL           30SEC 
REC TIME

[ RETURN ] : MENU

INTERVAL REC

INTERVAL         30SEC       
                             1MIN                 
                             5MIN          
                           10MIN         

[ MENU ] : END

b

b
INTERVAL REC

RETURN
SET                     
INTERVAL
REC TIME              2SEC

[ RETURN ] : MENU

INTERVAL REC

  

REC TIME           0.2SEC
                            0.5SEC
                               1SEC
                               2SEC

[ MENU ] : END
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1コマごとに撮影する―コマ撮り

人形やおもちゃなど少しずつ動かしながらコ

マ撮りをすると、アニメーションのような効

果が出せます。

コマ撮りするときは、ビデオカメラを固定し

てリモコンで操作することをおすすめしま

す。

1  ［撮影スタンバイ中］に
操作ボタンカバーを開け、MENUボタンを押
して、メニュー画面を出す。

2 ∨または∧ボタンを押して「FRAME
REC」を選び、EXECUTEボタンを押す。

3 ∨または∧ボタンを押して「ON」を選
び、EXECUTEボタンを押す。

4 MENUボタンを押し、メニュー画面を消す。

ご注意 

フォトモードではコマ撮り録
画はできません。

以下の操作を行なうとコマ撮
りが解除されます。

• スタンバイスイッチを
「LOCK」にしたとき。

• POWERスイッチを
「OFF」にしたとき。

• CAMERA/VTRスイッチ
を「VTR」にしたとき。

コマ撮りを連続で行うと
テープ残量は正しく表示され
ません。

コマ撮りをすると
コマ撮りの最終カットは、通
常より1コマ長くなります。

b
MENU

FRAME REC       OFF
                            ON

[ MENU ] : END

MENU

D ZOOM       
16 : 9 WIDE
ZEBRA
COMMANDER
BEEP
FRAME REC      OFF
INT REC

[ MENU ] : END

START/STOP ボタン

MENUボタン
∨/∧ボタン
EXECUTEボタン
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5 本体またはリモコンのSTART/STOPボタン
を押す
コマ撮り録画が始まる。

1コマ（約6フレーム）の撮影が行われ撮影スタンバイに
なる。

6 被写体を動かして、手順の5の操作を繰り返
す。

コマ撮りを解除する

メニュー画面で「FRAME REC」を「OFF」にする。
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撮影スタンバイ中に、撮り直したい部分の始

めと終わりを決めて、その部分だけ新しく撮

り直すことができます。

撮影した画像の中に不要な部分があ

るときなど。

ある部分だけ撮り直す

1［撮影スタンバイ中］に

EDITSEARCHボタンを押し続け、撮り直し
たい部分の終了点（b）で離す。

2 ZERO SET MEMORYボタンを押し、タイ
ムコードを「0:00:00」にする。（ゼロセット
メモリー）
ファインダー内のタイムコードが「0:00:00」表示になり
「ZERO SET MEMORY」が点滅します。

表示窓に「MEMORY」表示が点滅します。

一度記憶させた終了点を変え
るとき

ZERO SET MEMORYボタ
ンを押し、「ZERO SET
MEMORY」表示を消してか
ら、手順1～3を繰り返しま
す。

撮り直した部分の終了点で
画像や音声が乱れることがあ
ります。

テープの途中に記録されてな
い部分があると
ゼロセットメモリー機能が正
しく働かないことがありま
す。

. .

撮り直す部分の開始点
（a）

撮り直す部分の終了点
（b）

新しく撮り直した部分

撮り直したい部分の終了点（b）を記
憶させて、開始点（a）から撮影を始
めると、終了点（b）で自動的に撮影
スタンバイになります。
新しく撮り直すと、前の画像と音声
は消えます。

ZERO SET MEMORY ボタン

EDITSEARCHボタン
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3 EDITSEARCH–Œボタンを押したままに
し、撮り直したい部分の開始点（a）で離す。
撮影スタンバイになる。

4 START/STOPボタンを押して撮影を始め
る。
タイムコードが「0:00:00」付近で、撮影スタンバイにな
る。

ゼロセットメモリーは自動的に解除されます。
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自動調節と手動調節

フォーカス（ピント）、アイリス（レンズ絞

り）、シャッタースピード、ゲイン（明る

さ）、ホワイトバランス（色あい）を自動ま

たは手動で調節できます。

詳しくは各項目のページをご覧ください。

自動調節

• FOCUSスイッチを「AUTO」にする。

• AUTO LOCKスイッチを「ON」にする。

手動調節

フォーカスの手動調節

FOCUSスイッチを「MANU」にする。

自動調節に戻す

FOCUSスイッチを「AUTO」にする。

アイリス、シャッタースピード、ゲイン、ホワイトバラ

ンスの手動調節

AUTO LOCKスイッチを「OFF」にして、各項目のAUTO/
MANUALスイッチを「MANUAL」にする。

自動調節に戻す

AUTO LOCKスイッチを「ON」にする。

アイリスやワンプッシュホワ
イトバランスを手動調節する
と、以下のようなときも保持
されています。

• AUTO LOCKスイッチを
「ON」にして自動調節に戻
したとき

• POWERスイッチを
「OFF」にしたとき

FOCUSスイッチ

AUTO LOCKスイッチ

AUTO/MANUALスイッチ
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アイリス、シャッタースピード、ゲインの手動調
節と自動調節について

アイリス、シャッタースピード、ゲインはどれか1つを手動調
節にして他の項目を自動調節にすると、手動調節された値に対

し画像が最適になるように自動調節されます。

次のような場合には、各項目を手動調節することをおすすめし

ます。

[a] [b] [c]

[a]：ポートレート撮影―アイリスを手動調節にする
被写界深度を変化させ、背景をぼかして人物を引き立てる画像が得られ
ます。

[b]：スポーツシーン撮影―シャッタースピードを手動調節にする
•被写体の動きが速く画像がブレるのを防ぎます。
•暗い場所で撮影しても、被写体を明るく撮ることができます。
•晴天下など、明るい場所でアイリスが自動で絞られることによる小絞
りを防ぎます。

[c] ：夜景撮影―ゲインを手動調節にする
•暗い場所で明るい被写体を撮るときの色とびをおさえます。
•画面を明るくしようとして画像がザラついたり、実際よりも明るく
映ったりするのを防ぎます。

各項目の設定
可変段階 明るくなる˜

項目 （ステップ数） 明るさの変化 暗くなる

アイリス 13ステップ 0.5EV／ステップ
F1.6 ˜F11、
CLOSE

シャッター
12ステップ 1～2EV／ステップ 1/4 1̃/10000

スピード

ゲイン 8ステップ 0.5EV／ステップ +18dB˜ –3dB

アイリス、シャッタースピード、ゲインの関係

撮影中の画面の明るさは、レンズに入ってくる光量（露光量）

によって変わります。撮影中に画像の明るさを一定にするに

は、この露光量を一定にする必要があります。

露光量（EV）＝ アイリスによる露光量
＋シャッタースピードによる露光量
＋ゲインによる露光量

ゲインはスチルカメラのフィ
ルム感度に相当します。
ただし、ゲイン値を上げすぎ
ると画面が多少ザラつくこと
があります。

蛍光灯、ナトリウム灯、水銀
灯など放電管による照明下で
撮影すると
シャッタースピードによって
は、画面が明るくなったり、
暗くなったりする現象（フ
リッカー）が起こったり、色
が変化したりすることがあり
ます。このような場合には、
シャッタースピードを関東地
方など50Hzの地域では1/
100 に、関西地方など60Hz
の地域では1/60に固定して
ください。
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撮影状況に応じて、手動でピント合わせができ

ます。

• 自動ではピントが合いにくいとき

• 手前の被写体から後方の被写体へ
と、意図的にピントの合う位置を変え

たいとき

• 三脚を使って静止した被写体を撮る
のにピントを固定したいとき

手動でピントを合わせる

/
?

1［撮影スタンバイ中］または［撮影中］に

FOCUSスイッチを「MANU」にする。
手動ピント合わせ表示fが出る。

2 ズームをT側（望遠）いっぱいにする。

3 フォーカスリングを回し、ピントを合わせる。

4 ズームを動かし、撮りたい大きさにする。

自動ピント合わせに戻す

FOCUSスイッチを「AUTO」にする。

f表示が消える。

暗い室内で撮るときや明るい
野外での動きの激しいものを
撮るとき
手動ピント合わせをしたあ
と、なるべくズームをW側
（広角）で撮ります。

近づいて大きく撮るとき
ズームをW側（広角）いっぱ
いにしてピントを合わせま
す。

手動でピント合わせをすると
き、次のようなマークが出ま
す。
無限遠にあるとき。
それ以上近くにピント合
わせをすることができな
いとき。

PUSH AUTOボタン

FOCUSスイッチ
フォーカスリング
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ピントを無限遠にして撮る

FOCUSスイッチを「INFINITY」に合わせる。

指を離すとピント合わせが手動に戻る。

遠くの被写体を撮りたいのに、近くの被写体にピントが合って

しまうときに使います。

一時的に自動ピント合わせで撮る

PUSH AUTOボタンを押す。

押している間、自動ピント合わせが働く。

指を離すと手動ピント合わせに戻る。

手動ピント合わせで、ある被写体から別の被写体へピントを移

すようなときに使うと、自然にピントが合うようななめらかな

画像になります。

AUTO LOCKスイッチを
「ON」にしても
ピント合わせは手動調節でき
ます。

FOCUS

AUTO

MANU

INFINITY

PUSH AUTO
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アイリス（レンズ絞り）を調節する

被写界深度を自由に設定して撮影することが

できます。

• 被写体と背景の明暗の差がありすぎ
るとき

• 暗い場所で明るい画像にしたいとき

• 背景をぼかして人物を引き立てたい
とき

• 人物と背景のどちらもはっきり撮り
たいとき

,

1  ［撮影スタンバイ中］または［撮影中］に
AUTO LOCKスイッチを「OFF」にする。

2  IRISつまみ右側のAUTO/MANUALスイッ
チを「MANUAL」にする。
現在設定されているアイリス値が表示される。

3 IRISつまみを回して調節する。
F1.6 , F11、 CLOSE
明るい 暗い 閉じる

アイリスを自動調節に戻す

アイリスのAUTO/MANUALスイッチを「AUTO」にする。

ファインダーからアイリス値が消える。

アイリスは

F1.6、F2、F2.4、F2.8、
F3.4、F4、F4.8、F5.6、
F6.8、F8、F9.6、F11、
CLOSEの13種類が選べま
す。

被写界深度はアイリスやズー
ム（焦点距離）によって下の
表のように変化します。

アイリス 開放側 絞り側
（レンズ絞り）（F値小）（F値大）
 被写界深度 浅い 深い

ズーム 望遠 広角
（焦点距離）（T側）（W側）
被写界深度 浅い 深い

ズームをT側（望遠）にして
いるとき

F1.6は選べません。

アイリスの設定値は
ボタン型リチウム電池が入っ
ているときは、電源をはずし
てから5分以内は保持されま
す。

AUTO LOCKスイッチ
IRISつまみ
AUTO/MANUALスイッチ
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シャッタースピードは、撮影条件や明るさに

応じて切り換えます。

• 動きの速いものをブレなく撮影した
いとき。

• 動きの速い場面をスロー再生や静止
画像で見たいとき。

• スローシャッターは、暗い画像を明
るく撮りたいときや、動いている被

写体の動感を表現したいとき。

シャッタースピードを調節する

シャッタースピードは

SHUTTER SPEEDつまみで
SLOW、60、100、250、
1000 、PRESETの6種が選
べます。SLOWでスロー
シャッター、PRESETはメ
ニューで値を設定します。
シャッタースピード表示が

100 のとき、シャッタース
ピードは1/100です。

1  ［撮影スタンバイ中］または［撮影中］に
AUTO LOCKスイッチを「OFF」にする。

2  SHUTTER SPEEDつまみ下側のAUTO/
MANUALスイッチを「MANUAL」にする。
現在設定されているシャッタースピードが表示される。

3 シャッタースピードつまみを回して調節す
る。

シャッタースピードを自動調節に戻す

シャッタースピードのAUTO/MANUALスイッチを「AUTO」
にする。

ファインダーからシャッタースピード値が消える。

AUTO LOCKスイッチ

SHUTTER SPEED
つまみ

MENUボタン
∨/∧ボタン
EXECUTEボタン

AUTO/
MANUAL
スイッチ
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ご注意 

スローシャッターは

DIGITAL MODEスイッチが
「OVERLAP」のときは使え
ません。

高輝度の被写体を撮影すると
シャッタースピードが速い場
合、縦に薄く尾を引いたよう
な画像（スミア現象）になる
ことがあります。

蛍光灯、ナトリウム灯、水銀
灯など放電管による照明下で
撮影すると
シャッタースピードによって
は、画面が明るくなったり、
暗くなったりする現象（フ
リッカー）が起こったり、色
が変化したりすることがあり
ます。このような場合には、
シャッタースピードを関東地
方など50Hzの地域では1/
100 に、関西地方など60Hz
の地域では1/60に固定して
ください。

スローシャッターでは、自動
でピントが合いにくくなるこ
とがあります。
三脚などに固定して、手動で
ピントを合わせてください。

適切なシャッタースピードの例

シャッタースピードは、撮影条件や明るさに応じて切り換えま

す。下の表示を参考にしてシャッタースピードを調節してくだ

さい。シャッタースピードを速くすると画像が暗くなることが

あります。ファインダーで明るさを確認してください。

おすすめする
撮影条件例 シャッタースピード

• 晴天下でテニスやゴルフをしている人を撮る 1/500 ～1/10000
（瞬間をはっきり撮
るときは、1/1000～
1/10000 ）

• 自動車や電車から外の風景を撮る
• 薄曇りにジェットコースターなど撮る 1/100 ～1/500
• 運動会やマラソンなどを撮る

• 屋内でスポーツをしている人を撮る
• 雪山や真夏の晴れた海岸でNDフィルターの
代わりにする（光量は半減します。） 1/100

• 蛍光灯の下でのちらつきのない画像を撮る
（関西地方など60Hzの地域では、1/60）

• 晴天下で撮る（小絞りぼけ）

メニューで設定する

SHUTTER SPEEDつまみの「SLOW」または「PRESET」の
位置のシャッタースピードはメニューで値を設定します。メ

ニューで設定した値は、再び「SLOW」や「PRESET」の位置
にすると自動的にその値になります。

1  ［撮影スタンバイ中］または［撮影中］に
操作ボタンカバーを開け、MENUボタンを押
してメニュー画面を出す。

シャッタースピードを調節する（つづき）



41

 

使
い
こ
な
す
―
撮
影
―

2 ∨または∧ボタンを押して「SLOW
SHTR」（スローシャッター）または
「S PRESET」（シャッタースピードプリセッ
ト）を選び、EXECUTEボタンを押す。

3 ∨または∧ボタンを押して希望のシャッ
タースピードを選び、EXECUTEボタンを押
す。

4 MENUボタンを押して、メニュー画面を消
す。

MENU

COMMANDER
BEEP
FRAME REC       
INT REC
SLOW SHTR       
S PRESET                500
G PRESET

[ MENU ] : END

MENU

ZEBRA
COMMANDER
BEEP
FRAME REC       
INT REC
SLOW SHTR       4
S PRESET

[ MENU ] : END

MENU

                              4
                              8
                            15
SLOW SHTR       30

[ MENU ] : END

MENU

      
                                  500
                                1000
                                2000
                                4000
S PRESET            10000

[ MENU ] : END
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ゲインを調節する

暗い場所の被写体の状態に合わせゲインを調

節し雰囲気に合わせた撮影ができます。

• 暗いものを明るくして撮りたいとき

• 自動では実際より明るい画像になっ
てしまうとき

1［撮影スタンバイ中］または［撮影中］に

AUTO LOCKスイッチを「OFF」にする。

2 GAINつまみ下側のAUTO/MANUALスイッ
チを「MANUAL」にする。
現在設定されているゲイン値が表示される。

3 GAINつまみを回して調節する。

ゲインを自動調節に戻す

ゲインのAUTO/MANUALスイッチを「AUTO」にする。

ファインダーからゲイン値が消える。

ゲインは

GAINつまみで-3dB、
0dB、3dB、6dB、9dB、
PRESETの6種類が選べま
す。PRESETはメニューで
値を設定します。

暗い場所で高輝度の被写体を
撮影すると
自動でピントが合いにくくな
ることがあります。手動でピ
ントを合わせてください。

ゲイン値を上げすぎると
画面が多少ざらつくことがあ
ります。

AUTO LOCKスイッチ

GAINつまみ

AUTO/
MANUAL
スイッチ

MENUボタン
∨/∧ボタン
EXECUTEボタン
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MENU

BEEP
FRAME REC       
INT REC
SLOW SHTR       
S PRESET
G PRESET          12dB
CUSTOM

[ MENU ] : END

メニューで設定する

GAINつまみの「PRESET」の位置のゲイン値はメニューで設
定します。メニューで設定した値は、再び「PRESET」の位置
にすると自動的にその値になります。

1［撮影スタンバイ中］または［撮影中］に
操作ボタンカバーを開け、MENUボタンを押
して、メニュー画面を出す。

2 ∨または∧ボタンを押して「G PRESET」
（ゲインプリセット）を選び、EXECUTEボ
タンを押す。

3 ∨または∧ボタンを押して希望のゲイン値
を選び、EXECUTEボタンを押す。

4  MENUボタンを押して、メニュー画面を消
す。
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MENU

                              6dB
                              9dB
                            12dB
                            15dB
G PRESET          18dB

[ MENU ] : END

b

MENU

BEEP
FRAME REC       
INT REC
SLOW SHTR       
S PRESET
G PRESET            15dB
CUSTOM

[ MENU ] : END
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本機には、NDフィルター（光量1/10相当）
が内蔵されています。NDフィルターを使う
と、屋外などで明るすぎる場面を撮るときに

ぼけが生じるのを防ぎ、はっきりときれいに

撮れます。

明るすぎる場面を撮るとき

NDフィルターを使う

［撮影スタンバイ中］または［撮影中］に

「 ND  ON」が点滅したとき、ND FILTERスイッ
チを「ON」にする。

「ND」表示が点灯する。

［撮影スタンバイ中］または［撮影中］に

 ND  「OFF」が点滅したとき、ND FILTERス
イッチを「OFF」にする。

「ND」表示が消灯する。

ND   ON             ND               

b

ND   OFF             

b

ND FILTER
スイッチ
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撮影の前にパターンが出るように設定し、ア

イリス、シャッタースピード、ゲインを調節

するときの目安にします。自分の撮りたい被

写体にパターンが出ないように調節します。

ゼブラパターンを使って調節する

ゼブラパターン

1［撮影スタンバイ中］または［撮影中］に
操作ボタンカバーを開け、MENUボタンを押
して、メニュー画面を出す。

2 ∨または∧ボタンを押して「ZEBRA」を
選び、EXECUTEボタンを押す。

3 ∨または∧ボタンを押して「ON」を選
び、EXECUTEボタンを押す。

4 MENUボタンを押して、メニュー画面を消
す。

ゼブラパターンを消す

上の手順3で「OFF」を選ぶ。

ゼブラパターンは
テープには録画されません。

MENU

D ZOOM                
16 : 9 WIDE
ZEBRA               OFF
COMMANDER
BEEP
FRAME REC
INT REC

[ MENU ] : END

MENU

ZEBRA                 OFF
                             ON

[ MENU ] : END

b

MENUボタン
∨/∧ボタン
EXECUTEボタン
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手振れ補正機能はビデオカメラの揺れを検知

して、その揺れを補正します。ビデオカメラ

を手に持ったり、肩にのせて撮るときに効果

があります。

三脚に取り付けるなど手振れの心配がないと

きは、手振れ補正機能を「OFF」にしたほう
が自然な画像になります。

ご注意 

手振れ補正が「ON」になっ
ていても、手振れが大きすぎ
ると、補正されないことがあ
ります。

テレコンバージョンレンズや
ワイドコンバージョンレンズ
（別売り）を取り付けると
手振れ補正が効きにくくなり
ます。

手振れ補正を解除する

［撮影スタンバイ中］または［撮影中］に

STEADY SHOTスイッチを「OFF」にする。

Ó表示が消える。

手振れ補正を働かせるとき

STEADY SHOTスイッチを「ON」にする。

Ó表示が点灯する。

手振れ補正「ON」 手振れ補正「OFF」

STEADY SHOT
スイッチ
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使
い
こ
な
す
―
撮
影
時
の
調
節
―

• パーティー会場など照明条件が変化
する場所で撮るとき

• 夜景やネオンサインなどを屋外で撮
るとき、など。

これから撮ろうとする光のもとで、白いもの

は白く、自然な色あいの画像になるようにホ

ワイトバランスを調節します。

自然な色あいに調節する―ホワイトバランス

ファインダー内の∑表示

•遅い点滅：ホワイトバラン
スが未設定

•速い点滅：ホワイトバラン
スを調整中

•点灯： ホワイトバラン
ス設定終了

WHITE BALANCE∑ボタ
ンを押しても∑表示が点滅か
ら点灯に変わらないとき

AUTO/MANUALスイッチ
を「AUTO」にして自動調節
にします。

∑表示は消えます。

スタジオ照明やビデオライト
で撮影するときは

eを選んで撮影することをお
すすめします。

蛍光灯照明下で撮影する場合
は
ホワイトバランスを自動調節
にするか、∑を選んで撮影す
ることをおすすめします。e

を出して撮影すると、ホワイ
トバランスが正しくとれない
場合があります。

1  ［撮影スタンバイ中］または［撮影中］に、
AUTO LOCKスイッチを「OFF」にする。

2 WHT BALつまみ下側のAUTO/MANUALス
イッチを「MANUAL」にする。

3 WHT BALつまみを回して選ぶ。
e（屋内）、w（屋外）、∑のいずれか選んだ表示がファ
インダーに出る。

自動調節のときは表示は出ません。

ホワイトバランスを自動調節に戻す

ホワイトバランスのAUTO/MANUALスイッチを「AUTO」に
する。

ファインダーから表示が消える。

WHT BALつまみ

AUTO/MANUAL
スイッチ

AUTO LOCK
スイッチ

WHITE BALANCE ∑ボタン
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手動で色あいを調節したほうがよい場合
撮影条件例 ホワイトバランス表示

• パーティー会場など照明条件が変化する
場所で撮るとき

• スタジオなどビデオライトの下で撮るとき
e（屋内）にする。

• ナトリウムランプや水銀灯の下で撮るとき

• 夜景やネオン、花火などを撮るとき
• 日の出、日没などを撮るとき w（屋外）にする。
• 昼光色蛍光灯の下で撮るとき

• 単一色の被写体や背景を撮るとき ∑にする。

WHITE BALANCE∑（ワンプッシュホワイト
バランス）ボタンを使った調節

被写体を照らす照明条件が固定の場合、その条件のまま撮影で

きる機能です。被写体のまわりの条件に影響されないで、被写

体そのものの色を自然に出します。ボタン型リチウム電池が

入っていれば、電源をとりはずしても、約1時間は設定した条
件を記憶しています。

1  ［撮影スタンバイ中］に、
AUTO LOCKスイッチを「OFF」にする。

2 WHT BALつまみ下側のAUTO/MANUALス
イッチを「MANUAL」にする。

3 WHT BALつまみを回して∑を選ぶ。

4 白い被写体（紙、壁など）をファインダー
いっぱいに映す。

5 WHITE BALANCE∑ボタンを押す。
ファインダー内の∑表示が、早い点滅に変わる。

ホワイトバランスが調節されてビデオカメラに記憶され
ると、点灯に変わる。

自然な色あいに調節する―ホワイトバランス（つづき）

光源が変わったときは

• 撮影スタンバイ中にホワイ
トバランスを合わせなおし
てください。ただし、撮影
中は WHITE BALANCE
∑ボタンを押しても設定
されません。

• アイリスやシャッタース
ピードはホワイトバランス
と関連があります。
それらを手動調節で設定し
ておいて、そのまま屋外か
ら屋内、または屋内から屋
外に移動した場合は、

AUTO  LOCKスイッチを
1度「ON」にして、その後
にもう1度「OFF」にして
調節してください。

• AUTO LOCKスイッチが
「ON」で撮影していて、屋
外から屋内、または屋内か
ら屋外へ移動した場合、あ
るいはバッテリーを交換し
た場合、スタンバイスイッ
チを押し上げてからレンズ
を10秒間くらい白い被写
体に向けてください。それ
から撮影を始めるとよりよ
い色あいに調節されます。
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使
い
こ
な
す
―
撮
影
時
の
調
節
―

録音レベルを調節する

音声を確認するときは

• 内蔵スピーカーで聞く：
SPEAKERスイッチを
「ON」にします。
このとき音声はモノラルに
なります。

• ヘッドホンで聞く：
2（ヘッドホン）端子に
ヘッドホン（別売り）を差
し込みます。

• 音量を調節する：
MONITOR LEVELつまみ
で調節します。

• L（左）側、R（右）側、ス
テレオで聞く：

AUDIO MONITORス
イッチで聞くチャンネルを
選びます。

レーションを同時に録音することができま

す。

録音するときの音の大きさ（録音レベル）を

設定します。また、外部マイクを接続してナ

録音レベルを確認する

表示窓のREC LEVEL表示で音量の確
認ができます。手動調節の音量が大き

くなりすぎるとPEAKランプが点灯し
ます。このときは、手動調節で音量を

調節します。

録音レベルを自動で調節する

REC LEVELスイッチを「AUTO」
にする。

録音レベルを手動で調節する

1 REC LEVELスイッチを「MANU」にする。

2 REC LEVELつまみ「L」と「R」をそれぞれ
回して録音レベルを調節する。

PEAKランプが点灯しないようにして、－12dBから
0dBの間でレベルを調節する。

PEAK

REC LEVEL

REC LEVEL
AUTO MANU

REC LEVELスイッチ

REC LEVEL
つまみ
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音声モードは

DV方式では12ビットの音声
モードを選ぶと、ステレオ1
とステレオ2の2つのステレ
オ録音ができます。本機では

AUDIO MODEスイッチで
「12BIT」に設定して撮影し
たとき、音声はステレオ1の
みに録音されます。

録音レベルを調節する（つづき）

マイクの音を調節する

AUDIO INPUT SELECTスイッチを「MIC」にする。

AUDIO INPUT SELECTスイッチ

MIC（PLUG IN
POWER）端子

BUILT-IN MICスイッチ

MICスイッチ

DIRECTION SELECT
スイッチ

MIC
SELECT
スイッチ

音量が大きく一時的にレベルを下げたいとき
MICスイッチを「ATT」にする。
通常は グリーンポジションにします。

風の音を防ぎたいとき
BUILT-IN MICスイッチを「WIND」にする。この機能は内蔵
マイクにのみ働く。

通常は グリーンポジションにします。

マイクの指向角を切り換えるとき
DIRECTION SELECTスイッチで0°、90°、120°を選
ぶ。0°を選ぶとマイクの音はモノラルになります。

外部マイクを使うとき
外部マイク（別売り）をMIC（PLUG IN POWER）端子に接続
する。BUILT-IN MICスイッチでの風音低減機能は働きませ
ん。

外部マイクで同時にナレーションを入れるとき

MIC SELECTスイッチを切り換える。

NORM：外部マイクの音声が録音されます。

DUAL ：外部マイクの音声がL（左）チャンネルに録音されます。
内蔵マイクの音声がR（右）チャンネルに録音されます。
このとき、各チャンネルの音声はモノラルになります。
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使
い
こ
な
す
―
撮
影
時
の
調
節
―

MENU

FRAME REC
INT REC
SLOW SHTR
S PRESET
G PRESET
CUSTOM              OFF
CLOCK SET

[ MENU ] : END

明るさや色あいをあらかじめ自分で

調節しておいて撮影するとき。

好みに合わせた画質で撮影できるように、あ

らかじめビデオカメラを調節できます。この

機能を使って撮影するときには、必ずビデオ

カメラをテレビにつないで画像を確認しなが

ら調節してください。

次のページへつづく 

画質設定を記憶させる－カスタムプリセット

ご注意 

手動調節でアイリス、シャッ
タースピード、ゲインを設定
しているときは、AE SHIFT
は変更できません。

カスタムプリセットを
「OFF」にすると
出荷時の画質設定で撮影でき
ます。

1 ［撮影スタンバイ中］または［撮影中］に
操作ボタンカバーを開け、MENUボタンを押
してメニュー画面を出す。

2 ∨または∧ボタンを押して「CUSTOM」
を選び、EXECUTEボタンを押す。
カスタムプリセットの画面が出ます。

3 ∨または∧ボタンを押して「SET」を選
び、EXECUTEボタンを押す。

CUSTOM PRESET

RETURN
SET
COLOR LEV
SHARPNESS
WB SHIFT
AE SHIFT           
RESET

[ RETURN ] : MENU

b

MENUボタン
∨/∧ボタン
EXECUTE
ボタン

CP CHECK
ボタン



52

画質設定を記憶させる－カスタムプリセット（つづき）

4　∨または∧ボタンを押して「ON」を選
び、EXECUTEボタンを押す。

5　∨または∧ボタンを押して設定したい項
目を選び、EXECUTEボタンを押す。

6 テレビに映る画像を見ながら、∨または∧
ボタンを押して画質を調節し、EXECUTEボ
タンを押す。
標準値に対して、上下3段階の調節ができます。

　

設定 設定内容 画像の変化

COLOR LEV
お好みの濃さに 薄くなる˜濃くなる

（色のこさ）

SHARPNESS 画像の輪郭
柔らかな画像になる˜

くっきりした画像になる

WB SHIFT お好みの色あいに
青味がかる˜

赤味がかる

AE SHIFT お好みの明るさに
暗めに撮影する˜

明るめに撮影する

7 MENUボタンを押して、メニュー画面を消
す。

CUSTOM PRESET

SET                     OFF
                            ON

[ MENU ] : END

CUSTOM PRESET

RETURN
SET                     ON
COLOR LEV
SHARPNESS
WB SHIFT
AE SHIFT           
RESET

[ RETURN ] : MENU

b

CUSTOM PRESET

COLOR LEV

[ MENU ] : END

CUSTOM PRESET

RETURN
SET                     
COLOR LEV
SHARPNESS
WB SHIFT
AE SHIFT           
RESET

[ RETURN ] : MENU

b
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使
い
こ
な
す
―
撮
影
時
の
調
節
―

カスタムプリセット機能で設定した画質で撮影する

メニューの「CUSTOM」の「SET」を「ON」にする。

ファインダーに CP 表示が出る。

カスタムプリセット機能を使った撮影をやめる

メニューの「CUSTOM」の「SET」を「OFF」にする。

 CP 表示が消える。

カスタムプリセットの設定を標準に戻す

手順5で「RESET」を選び、EXECUTEボタンを押す。

カスタムプリセットの設定を確認する

撮影スタンバイ中または撮影中に、CP CHECKボタンを押
す。

カスタムプリセットの設定がファインダーに表示される。
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場面を頭出しする

現在のテープ位置から前後の録画を探せま

す。

録画を始めた部分を後で探したいと

き。

途中に記録されていない部分
があるテープでは
正確にサーチできなかった
り、データが正しく保存され
なかったりする場合がありま
す。

現在のテープの位置が、頭出
ししたい場面の先頭と近すぎ
る場合は
頭出しできないことがありま
す。

カセットメモリー（ 
マーク）が付いているカセッ
トを使う場合は

• 必ずボタン型リチウム電池
がセットされた状態で使っ
てください。

• カセットの金メッキ端子を
汚さないようご注意くださ
い。カセットメモリーサー
チが正しく働かないことが
あります。詳しくは73
ページをご覧ください。

メモリーが付いていないカ
セットを使った場合は
メニューで「CM SEARCH」
を「ON」にしてもカセット
メモリーサーチはできませ
ん。

撮影日時を画面に出して頭出しする－カセットメ
モリーサーチ機能

1　［VTR］のとき
操作ボタンカバーを開け、MENUボタンを押
してメニュー画面を出す。

2 ∨または∧ボタンを押して「CM
SEARCH」を選び、EXECUTEボタンを押
す。

b
MENU

COMMANDER                     
BEEP
AUDIO MIX
WIDE PB
CM SEARCH        OFF           
DATA CODE
CLOCK SET

[MENU] : END

MENU

CM SEARCH                  

[MENU] : END

ON 
OFF

=/ +ボタン

SEARCH MODE ボタン

EXECUTEボタン

∨/∧ボタン
MENUボタン
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使
い
こ
な
す
―
撮
影
時
の
調
節
―

PHOTO SEARCH

     1   96.  10.24     3:52PM
     2   96.  11.  3   10:29AM
     3   96.  11.23     8:12AM
     4   96.  12.24     4:15PM
     5   96.  12.25     9:43PM
     6   96.     1. 1   12:05PM

DATE SEARCH

     1   96.  10.24
     2   96.  11. 3
     3   96.  11.23
     4   96.  12.24
     5   96.  12.25
     6   96.     1. 1

頭出し後は
日付サーチ時は再生に、フォ
トサーチ時は一時停止状態に
なります。

短いカーソルについて
前回長いカーソルで頭出しし
た位置を表します。

4キロビットのカセットを使
うと
カセットメモリーサーチで日
付サーチは6日分まで、フォ
トサーチは43枚分まで頭出
しできます。

カセットの 4Kマークに
ついて
この表示は、このカセットで

4キロビットまでメモリーが
できることを示します。な
お、本機は16キロビットの
カセット（ 16Kマークが
本体側面についています）ま
で対応しています。

3 ∨または∧ボタンを押して「ON」を選
び、EXECUTEボタンを押す。

4 MENUボタンを押して、メニュー画面を消
す。

5 リモコンのSEARCH MODEボタンを押し
てDATE SEARCHかPHOTO SEARCHを
選ぶ。

日付サーチ： フォトサーチ：
日付で探すとき 静止画だけを探すとき

6 =または+ボタンを押して、頭出しした
い録画の日付（またはフォト）番号を選ぶ。
カセットメモリーサーチが始まる。

長いカーソルで頭出ししたい番号を選びます。（=で上
に動き、+で下に動く。）

日付サーチの画面 フォトサーチの画面

サーチを止める

πSTOPボタンを押す。

MENU

CM SEARCH                  

[MENU] : END

ON 
OFF

MENU

COMMANDER                     
BEEP
AUDIO MIX
WIDE PB
CM SEARCH        ON           
DATA CODE
CLOCK SET

[MENU] : END

b

DATE SEARCH

     1   96.  10.24
     2   96.  11. 3
     3   96.  11.23
     4   96.  12.24
     5   96.  12.25
     6   96.     1. 1

PHOTO SEARCH

     1   96.  10.24     3:52PM
     2   96.  11.  3   10:29AM
     3   96.  11.23     8:12AM
     4   96.  12.24     4:15PM
     5   96.  12.25     9:43PM
     6   96.     1. 1   12:05PM

 

使
い
こ
な
す
―
再
生
―
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場面を頭出しする（つづき）

カセットメモリー機能を使わずに頭出しする

1［VTR］のとき
操作ボタンカバーを開け、MENUボタンを押
してメニュー画面を出す。

2 ∨または∧ボタンを押して「CM
SEARCH」を選び、EXECUTEボタンを押
す。

3 ∨または∧ボタンを押して「OFF」を選
び、EXECUTEボタンを押す。

4 MENUボタンを押して、メニュー画面を消
す。

5 リモコンのSEARCH MODEボタンを押し
てDATE SEARCHかPHOTO SEARCHを
選ぶ。

6 =または+ボタンを押して、頭出しを始
める。
押した回数だけ、前または後の場面が頭出しされる。

（=で数が減り、+で数が増える。）

サーチを止める

πSTOPボタンを押す。

  PHOTO  2
SEARCH

     DATE  2
SEARCH
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使
い
こ
な
す
―
撮
影
時
の
調
節
―

撮影日時と撮影情報を画面に出す－データコード

本機は、撮影時の日付、時刻およびビデオカ

メラの設定を自動的に画像とは別にテープに

記録しています（データコード機能）。再生

時に希望の場所で出したり消したりできま

す。

再生中に撮影したときの日付・時刻

や設定を確認したいとき。

1［VTR］のとき
操作ボタンカバーを開け、MENUボタンを押
してメニュー画面を出す。

2 ∨または∧ボタンを押して「DATA
CODE」を選び、EXECUTEボタンを押
す。

3 ∨または∧ボタンを押して希望の表示を選
び、EXECUTEボタンを押す。

4 MENUボタンを押して、メニュー画面を消
す。

次のときは、-- : -- : -- を表
示します。

• 何も記録されていない部分
• 日付・時刻を合わせないで
撮影したテープ

MENU

COMMANDER                     
BEEP
AUDIO MIX
WIDE PB
CM SEARCH                  
DATA CODE        DATE/CAM
CLOCK SET

[MENU] : END

EXECUTEボタン
∨/∧ボタン
MENUボタン

• 日付とビデオカメラデータを順番
に出す
→「DATE/CAM」を選ぶ。

• 日付データだけを出す
→「DATE」を選ぶ。

 

使
い
こ
な
す
―
再
生
―
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再生中に画面に出すときは

リモコンのDATA CODEボタンを押す。

日時の表示 ビデオカメラの設定表示

押すたびに次のように表示が変わる。

• メニューで「DATE/CAM」を選んだとき

• メニューで「DATE」を選んだとき

1997  7  4
10:13:02 AM

撮影日時と撮影情報を画面に出す－データコード（つづき）

   AUTO
   6 0  AWB
F1.6    0dB

日時が出る     ビデオカメラの設定が出る     消える 

日時が出る     消える 
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使
い
こ
な
す
―
撮
影
時
の
調
節
―

ダビング編集する

DVケーブルでつなぐ
本機とDV端子を持っている他のビデオ機器
を1本のDVケーブルVMC-2DV（別売り）で
つなぎダビング、編集ができます。デジタル

で信号のやりとりをするので、画質、音質の

劣化がほとんどありません。なお、DVケー
ブルで本機と接続できるのは1台だけです。
接続する機器の取扱説明書もあわせてご覧く

ださい。

再生側 録画側

ç：信号の流れ

1 本機に録画済みのカセットを、録画機に録画
用のカセットを入れる。

2 本機のCAMERA/VTRスイッチを「VTR」に
する。

3 操作ボタンカバーを開け、本機のテープを再
生し、録画機に録画したい場面でPPAUSE
ボタンを押す。

4 録画機を録画一時停止にする。

5 本機と録画機のPPAUSE (一時停止) ボタン
を同時に押す。

 

使
い
こ
な
す
―
編
集
―

本機は録画側としても使えま
す。
ＤＶケーブルをつなぎかえな
くても録画機または再生機と
して使えます。録画機として
使うときは、ファインダーや
テレビ画面に「DV IN」の表
示が出るのを確認してくださ
い。両方の機器に出ることも
あります。

ダビング編集するときは

lLANC端子をLANCケーブ
ル（別売り）で接続すると、
他の機器から本機を制御でき
て便利です。

再生一時停止にしている画像
をDV端子を使ってダビング
すると
粗い画像になります。

本機を録画側として使用した
とき
カセットメモリーのデータは
ダビングされません。

ç

DVケーブルVMC-2DV（別売り）

DV IN/OUT へ

DV 端子へ
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S(S1)映像 

入力 

音声 

映像 

ダビング編集する （つづき）

AV接続ケーブルでつなぐ

本機と他のビデオ機器をAV接続ケーブルで
つないで、ダビング・編集ができます。本機

は再生機としてお使いください。

相手側のビデオはDV方式だけでなく、以下
のどの方式のビデオでも使えます。
h・H・j・・k・K・l・¬

録画側

画面表示を消してからダビン
グしてください。
消さないでダビングするとテー
プに記録されてしまいます。

ファインシンクロエディット
対応
本機を再生機として、ファイ
ンシンクロエディット機能が
あるビデオデッキと本機の

lLANC端子をLANCケーブ
ル（別売り）でつなげると、
より精度の高い編集ができま
す。

録画側のビデオの音声入力が
ひとつ（モノラル）の場合

AV接続ケーブル（付属）の黄
色のプラグを映像入力へ、白
いプラグを音声入力へつなぎ
ます。（赤いプラグはどちら
にもつなぎません。）音声は
モノラルになります。

1 本機に録画済みのカセットを、録画機に録画
用のカセットを入れる。

2 本機のCAMERA/VTRスイッチを「VTR」に
する。

3 操作ボタンカバーを開け、本機のテープを再
生し、録画機に録画したい場面でPPAUSE
ボタンを押す。

4 録画機を録画一時停止にする。

5 本機と録画機のPPAUSE (一時停止) ボタン
を同時に押す。

再生側

入力切り換えス
イッチを「外部
入力（ライン）」
にする。

S（S1）映像端子付ビデオにつ
なぐ場合、この接続を行うと
再生画像がより鮮明になりま
す。DV方式の高解像度を生か
すためにはこの接続を行って
ください。（この場合は、AV
接続ケーブルの黄色いプラグ
をつなぐ必要はありません。）

S1VIDEO
OUT端子へ

ç：信号の流れ

AV接続ケーブル（付属）

VIDEO OUT
          端子へ

AUDIO
OUT端子へ

映像入力端子へ

音声入力端子へ

S映像ケーブル
（付属）

S（S1）映像
入力端子へ

ç

ç
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使
い
こ
な
す
―
撮
影
時
の
調
節
―

できます。59ページの接続と準備をし、他
機に挿入したい部分の入ったカセットを入れ

ておきます。

記録済みテープに映像と音声を挿入する

DV端子のついたビデオ機器とつなぐと、録
画済みテープの指定した部分に、他の映像と

音声、撮影日時、ビデオカメラの設定を挿入

v v
挿入部分の開始点（c） 挿入部分の終了点（a、b）

挿入した部分
（前の映像・音声は消えます）

編集前

編集後

次のページへつづく 

1 本機のCAMERA/VTRスイッチを「VTR」に
する。

2 他機（再生側）で、挿入したい部分の始めを
探し、再生一時停止状態にする。

3 本機で、挿入部分の終了点（a）を探し、再生
一時停止状態にする。
エディットサーチ（17ページ）を使うと便利です。

 

使
い
こ
な
す
―
編
集
―

ご注意 

新しく挿入された部分の編
集前の映像と音声は消えま
すのでご注意ください。

新しく挿入された部分を再
生すると
終了点の画像が乱れること
がありますが、故障ではあ
りません。

終了点を設定せずに録画す
るときは
手順の3、4をとばして操作
します。終了したいところ
でπSTOPボタンを押しま
す。
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記録済みテープに映像と音声を挿入する（つづき）

4 本機のZERO SET MEMORYボタンを押
す。
「ZERO SET MEMORY」が点滅し、挿入部分の終了点
（b）が記憶され、タイムコードが「0:00:00」になる。

5 本機で、挿入部分の開始点（c）を探し、再生
一時停止状態にする。

6 本機を録画一時停止状態にする。

7 再生機と本機の一時停止状態を同時に解除す
る。
本機の挿入部分に、新たに再生側の映像と音声が記録さ
れ始める。終了点（タイムコード「0:00:00」）付近で、
自動的に本機は停止して、録画が終わり、ゼロセットメ
モリーが解除されます。

終了点の位置を変える

手順5の後でZERO SET MEMORYボタンをもう1度押し、
「ZERO SET MEMORY」表示を消して、手順2からやり直
す。

途中で止める

πSTOPボタンを押す。

0:00:00

ZERO SET
MEMORY

REC
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使
い
こ
な
す
―
撮
影
時
の
調
節
―

12ビットモードで記録された録画済みテー
プに、後から音楽やナレーションなどの音声

を追加できます。これをアフレコといいま

す。アフレコする音声は、テープのステレオ

2に記録されます。ステレオ1の音声はその
まま残ります。

外部マイク（別売り）を使わないときは、内
蔵マイクでアフレコすることもできます。

次のページへつづく 

ナレーションや音楽を追加する－アフレコ

1 AUDIO INPUT SELECTスイッチで音声入
力を切り換える。

AUDIO INPUT SELECT
入力 スイッチの位置

オーディオ機器 LINE

外部マイク MIC

内蔵マイク MIC

ご注意 

16ビットモードで記録され
たテープにはアフレコはでき
ません。

ステレオ1とステレオ2の音
量バランスは
メニューの「AUDIO MIX」
で調節できます。（66ペー
ジ）

外部マイク
（別売り） MIC(PLUG IN POWER)端子へ

オーディオ機器

AUDIO IN
端子へ

TV

：信号の流れ

AUDIO INPUT SELECT
スイッチ

AUDIO DUB ボタン

REC LEVEL つまみ

REC LEVEL スイッチ

 

使
い
こ
な
す
―
編
集
―



64

ナレーションや音楽を追加する－アフレコ （つづき）

2 操作ボタンカバーを開け、テープを再生し、
アフレコを始めたい場面でPPAUSEボタン
を押す。

3 AUDIO DUBボタンを押す。

4 録音レベルを調節する。
自動で調節するときはREC　LEVELスイッチを
「AUTO」にする。

手動で調節するときはREC　LEVELスイッチを
「MANU」にし、REC　LEVELつまみで調節する。（49
ページ）

5 PPAUSEボタンを押すと同時に、オーディ
オ機器の再生またはナレーションを始める
テープのステレオ2に音声が記録され始める。

一時停止する

PPAUSEボタンを押す。再開するときはもう1度押す。

アフレコを止める

πSTOPボタンを押す。

終了点を決めておきたいとき

手順2の前にアフレコを終了したい場面を探して一時停止状態
にし、ZERO SET MEMORYボタンを押す。この後手順2以降
の操作をする。終了点付近で自動的にテープは停止する。

記録パターン概念図

16ビットモード

ビデオセクター

オーディオセクター

12ビットモード

ビデオセクター

ステレオ2 ステレオ1
オーディオセクターを2つに
分割して2種類の音声を記録
できます。
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使
い
こ
な
す
―
そ
の
他
―

バッテリー以外の電源で使う

テープを再生するときなど、長時間使用する

ときは家庭用コンセントの電源を使うと、

バッテリー切れの心配なく使えます。

ご注意 

ACパワーアダプターAC-
V615 以外は、使用しないで
ください。

コンセントにつないで使うと
き
接続コードを引っぱらないよ
うにしてください。プラグが
コンセントから抜けることが
あります。コンセントにつな
いで使うときは、市販の延長
コードを使うことをおすすめ
します。

2個同時充電のときは
ACパワーアダプターの充電
ランプと表示窓の表示が消え
たら充電完了です（実用充
電）。どちらかが点灯してい
たら、両方とも実用充電が完
了していません。

コンセントにつないで使う

接続コードを取りはずす

接続コードのプラグを持って引き抜いてください。

上の接続をしてバッテリーの充電をする－本体装着充電

1 上の接続をし本体にバッテリーを取り付ける。

2 POWERスイッチを「OFF」にする。
充電中は表示窓にb→∫→B→ıとくり返し表示が出

て、本体に取り付けたバッテリーを充電する。充電終了後、

表示は消える（実用充電）。

このとき、ACパワーアダプターにバッテリーを取り付けて
おくと2個同時に充電します。

コンセントへ

接続コードDK-715
（アクセサリーキットに
付属）

ACパワーアダプター
（別売りアクセサリー
キットのAC-V615）
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メニューで設定を変える

デジタルズームを使うなどの設定や確認がで

きます。

CAMERA/VTRスイッチが「CAMERA」の
ときと「VTR」のときでは、メニュー内容が
異なります。

68～70ページのような各種の設
定、確認をしたいとき。

メニューは
テレビ画面上にも出ます。

1［撮影スタンバイ中］または［VTR］のとき
操作ボタンカバーを開け、MENUボタンを押
す。

2 ∨または∧ボタンを押して希望の項目を
選び、EXECUTEボタンを押す。
希望の項目だけが表示されます。

EXECUTEボタン
∨/∧ボタン
MENUボタン

撮影スタンバイ中のとき
（「CAMERA」のとき）

［VTR］のとき

b

MENU

D ZOOM             OFF    
16 : 9 WIDE
ZEBRA
COMMANDER
BEEP
FRAME REC
INT REC

[ MENU ] : END

MENU

COMMANDER     VTR4
BEEP
AUDIO MIX
WIDE PB
CM SEARCH
DATA CODE  
CLOCK SET

[ MENU ] : END

MENU

D ZOOM              
16 : 9 WIDE           
ZEBRA
COMMANDER
BEEP                    ON
FRAME REC
INT REC

[ MENU ] : END

MENU

BEEP                    ON
                              OFF

[ MENU ] : END
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使
い
こ
な
す
―
そ
の
他
―

3 ∨または∧ボタンを押して設定を切り換
え、EXECUTEボタンを押す。

4  必要なだけ手順2、3を繰り返す。

メニュー画面を消す

MENUボタンを押す。

メニュー1項目の設定が3段
階になっているものもありま
す。
手順3を1回多く繰り返しま
す。 MENU

BEEP                    ON
                              OFF

[ MENU ] : END

MENU

D ZOOM              
16 : 9 WIDE           
ZEBRA
COMMANDER
BEEP                    OFF
FRAME REC
INT REC

[ MENU ] : END

b
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メニューで設定を変える（つづき）

各設定項目の説明　お買い上げ時は、下表の●印側に設定されています。

CAMERA/VTRスイッチが「CAMERA」または「VTR」のとき

項目

COMMANDER

BEEP

CLOCK SET

CAMERA/VTRスイッチが「CAMERA」のとき

項目

D ZOOM

16:9WIDE

ZEBRA

どんなとき

通常はこの位置へ。

他機のリモコンによって誤
動作するときなど。

本機を自分で登録したリモ
コン以外で操作できなくす
るとき。

ID番号を登録するとき。

通常はこの位置へ。

ブザー音を消したいとき。

時計を合わせ直すとき。
→詳しくは71ページ

どんなとき

デジタルズームで画質が低
下するのを避けるとき。

通常のズーム（10倍）でも被
写体が小さいとき。

通常はこの位置へ。

横縦比16：9のワイド（横
長）で撮影したいとき。

通常はこの位置へ。　　　
　

「白とび」が起こっていない
か確かめるとき。

意味

VTR4モードにしたリモコンで
操作する。

リモコンで操作できなくする。

ID番号を登録したリモコンで操
作する。　　　　　　　　　　
　

ID番号を登録する。

撮影スタート／ストップ時や
誤った操作をしたときにブザー
が鳴る。

ブザー音が鳴らない。

ー

意味

デジタルズームを使用しない。
（ズームは10倍まで）

ズームが10倍を超えるとデジ
タルズームが働く。（20倍ま
で）　　　　　　

ワイド録画モードにしない。

ワイド録画モードにする。　　
　

ゼブラパターンを表示させな
い。

ゼブラパターンを表示させる。
　

設定

●VTR4

　OFF

　ID　　　
　　　　　　
　

　ID SET

●ON

　OFF

　ー

設定

●OFF　　
　

　ON
　　　　　　
　　

●OFF

　ON

●OFF　　
　

　ON

DIGITAL MODEスイッチが
「OVERLAP」のときは
「D ZOOM」と「16:9WIDE」
は「OFF」の表示しか出ず、自
動的に「OFF」の設定で撮影さ
れます。

リモコンのID登録について
86ページをご覧ください。
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使
い
こ
な
す
―
そ
の
他
―

次のページへつづく 

項目

FRAME REC

INT REC

SLOW SHTR

S PRESET

G PRESET

どんなとき

コマ撮りをしないとき。

コマ撮りをするとき。

－　　　　

通常はOFF／インターバル
録画をするとき。

インターバル録画の待機時
間を変えたいとき。

インターバル録画の録画時
間を変えたいとき。

スローシャッターで撮ると
き。
　　　
　　　

高速シャッターで撮るとき
や、お好みのシャッタース
ピードを設定しておきたい
とき。
　　　
　　　
　　　
　　　

お好みのゲインを設定して
おきたいとき。
　　　

　　　
　　　
　　　

設定

●OFF

　ON

RETURN

SET　　　
(●OFF/ON)

INTERVAL

REC TIME
　

　4
　8　　　
　15　　　
●30　　　

　60
　100　　　
　250　　　
　500　　　
　1000　　
　2000　　
●4000　　
　10000　

　-3dB
　0dB　　
　3dB　　
　6dB　　
　9dB　　
●12dB　　
　15dB　　
　18dB　

意味

コマ撮り機能を働かせない。

コマ撮り機能を働かせる。

メインメニューに戻る。

インターバル録画機能を働かせ
ない。／働かせる。　

インターバル録画の待機時間を
設定する。　

インターバル録画の録画時間を
設定する。　

SHUTTER SPEEDつまみの
「SLOW」の位置にプリセット
するシャッタースピードを設定
する。

SHUTTER SPEEDつまみの
「PRESET」の位置にプリセッ
トするシャッタースピードを設
定する。
　　　
　　　
　　　
　　　

GAINつまみの「PRESET」の
位置にプリセットするゲインを
設定する。
　　
　
　　　
　　　
　　　

CAMERA/VTRスイッチが「CAMERA」のとき

メニューの設定は
ボタン型リチウム電池が入って
いれば電源を外しても保持され
ます。ただし、「FRAME
REC」と「INT REC」のON／
OFFの設定は、次の場合お買い
上げ時の設定に戻ります。

• 電源を切ったり、外したとき
•「VTR」に切り換えたとき
• フォトモードに切り換えたと
き

スタンバイスイッチがPHOTO
STANDBYのとき
「FRAME REC」と「INT
REC」のON／OFFの設定は、
自動的に「OFF」に設定されま
す。
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メニューで設定を変える（つづき）

CAMERA/VTRスイッチが「CAMERA」のとき

項目

CUSTOM

項目

AUDIO MIX

WIDE PB

CM SEARCH

DATA CODE

設定

RETURN

SET　　　　
(●OFF/ON)

COLOR LEV
　

SHARPNESS
　　　　　　
　

WB SHIFT　
　

AE SHIFT　　
　

RESET　　　
　　　　　　
　

設定

ST1 ≈ST2
　　　　　　
　

●OFF

　ON
　　　　　　
　　　　　　
　

●ON　　　　
　　　　　　
　　　　　　
　　　　　　
　

　OFF

●DATE/CAM
　　　

　DATE

意味

メインメニューに戻る。

カスタムプリセット機能を働か
せない。／働かせる。　

プリセットする色の濃さを設定
する。　

プリセットするシャープネスを
設定する。　　　　　　　　　
　

プリセットするWBシフトを設
定する。　

プリセットするAEシフトを設
定する。　

カスタムプリセット機能の設定
を、お買い上げ時の設定に戻
す。　　　　　　　　　　

意味

音声モードST1≈ST2間の
バランスを調節する。　　　　
　

16：9のワイドで再生しない。

16：9のワイドで撮影した画像
をシネマモードで再生する。　
　　　　　　　　　　　　　　
　

カセットメモリーサーチ機能を
働かせる。

カセットメモリーサーチ機能を
働かせない。　

日付とビデオカメラの設定を表
示する。　

日付を表示する。　

どんなとき

－　　　　

通常はOFF／カスタムプリ
セット機能を働かせるとき。

録画する画像の色の濃さを
変えたいとき。

録画する画像をくっきりさ
せたり、ぼかしたりしたい
とき。

撮影時の色あいを変えたい
とき。

撮影時の明るさを変えたい
とき。

カスタムプリセットのすべ
ての設定をいったん元に戻
したいとき。

どんなとき

ステレオ1またはステレオ2
のどちらかを大きくしたい
とき。

通常はこの位置へ。

ワイドで撮影した画像を通
常の4：3のテレビで上下に
黒い帯の出る16：9のシネマ
モードで見たいとき。

撮影時の情報を一覧しなが
ら頭出ししたいとき。（カ
セットメモリー付きのカ
セットをお使いのときのみ
できます。）　　　

カセットメモリーを使わず
に頭出しをしたいとき。

日付とビデオカメラの設定
を確認したいとき。

日付だけを確認したいとき。
　

CAMERA/VTRスイッチが「VTR」のとき
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す
―
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―

• 海外に行くとき

• 電源を取り付けないでボタン型リチ
ウム電池を交換したとき。

お買い上げ時には、あらかじめ日付・時刻は

設定されています。ボタン型リチウム電池を

交換するときにも、電源を取り付けたまま行

えば、日付・時刻を合わせ直す必要はありま

せん。

次のページへつづく 

真夜中、正午は
真夜中は12:00:00AM、正
午は12:00:00PMと表示し
ます。

年→月→日→時→分の順で合わせます。

1［撮影スタンバイ中］または［VTR］のとき
操作ボタンカバーを開け、MENUボタンを押
してメニュー画面を出す。

2 ∨または∧ボタンを押して「CLOCK
SET」を選び、EXECUTEボタンを押す。

日付・時刻を合わせ直す

EXECUTEボタン
∨/∧ボタン
MENUボタン

b
MENU

        

                             1996    1    1

CLOCK SET         12  00   AM

[ MENU ] : END

MENU

FRAME REC
INT REC
SLOW SHTR
S PRESET
G PRESET
CUSTOM                        
CLOCK SET               --:--:-- 
[ MENU ] : END
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MENU

FRAME REC
INT REC
SLOW SHTR
S PRESET
G PRESET
CUSTOM                  1997  7  4
CLOCK SET             8 : 20 : 01 AM   

[ MENU ] : END

MENU

        

                             1997    7    4

CLOCK SET           8  20   AM

[ MENU ] : END

3「年」を合わせる。

∨または∧ボタンを押して「年」を選び、EXECUTEボ
タンを押す。

年表示は次のように変わる。

4 手順3と同様に「月」、「日」、「時」を合わせ
る。

5「分」と「秒」を合わせる。
「分」を合わせて時報と同時にEXECUTEボタンを押す。
時計が動き始める。

6 MENUボタンを押して、メニュー画面を消
す。

1996 1997 2026..... 2000 .....

日付・時刻を合わせ直す（つづき）

MENU

        

                             1997    1    1

CLOCK SET         12  00   AM

[ MENU ] : END

MENU

        

                             1997    1    1

CLOCK SET         12  00   AM

[ MENU ] : END
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SAVE

使えるビデオカセット

本機はDV方式のビデオカメラレコーダーで
す。本機には、DVカセットのみ使えます。

マークのついたカセットをお使いくださ
い。 マークのついたカセットは使えま

せん。

h・H方式や、j・・k・

K・l・¬方式のビデオカセットは

使えません。

著作権信号について

再生するとき

著作権保護のための信号が記録されているカ

セットは本機で再生して見ることはできませ

ん。 このようなカセットを再生しようとする

とテレビ画面やファインダーに「COPY
 INHIBIT」（コピー禁止）の表示が現われます。
なお、ビデオカメラで撮影した画像には、著

作権保護のための信号は記録されません。

記録するとき

著作権保護のための信号が記録されているカ

セットをDVケーブルを通じて本機で録画す
ることはできません。このようなカセットの

再生信号が本機に入力されると、テレビ画面

やファインダーに「COPY INHIBIT」（コ
ピー禁止）の表示が現われます。

DVカセットについてのご注意
DVカセットの金メッキ端子について

下図1の金メッキ端子が汚れたり、ごみが

付着したりすると、カセットメモリーサーチ

機能などが正しく働かないことがあります。

カセットの取り出し回数10数回をめやすに
して、綿棒でカセットの金メッキ端子をク

リーニングしてください。

間違って消さないために

カセットの背にある下図2の誤消去防止ツ

マミを横にずらして、「赤」にします。

ビデオカセットについて

3

2

ツマミをずらすと
録画できない
（誤消去防止状態）

1

録画できる

本機は、MEテープで最高の画
質が得られるように作られてい
ます。
それ以外のテープを使用する
と、十分な画質を得られない場
合があります。貴重な記録を高
画質で残せるように、MEテー
プのご使用をおすすめします。

DVカセットにラベルを貼ると
きは
上図3の場所以外には、絶対に
貼らないでください。故障の原
因となります。

DVカセットを保管するときは
必ずテープを始めまで巻き戻し
てください。（画像や音声が乱
れる原因になります。）カセッ
トはケースに入れて、立てて保
管するようにしてください。
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お手入れについて

結露について
結露とは、本機を寒い場所から急に暖かい場所へ
持ち込んだときなどに、本機の心臓部であるヘッ
ドやテープ、レンズに水滴が付くことです。テー
プがヘッドに貼り付いて、ヘッドやテープを傷め
たり、故障の原因となります。結露が起こると、
ファインダーに下のように警告表示が出ます。た
だし、レンズの結露では表示は出ません。

・ファインダー内にvが点滅する。
・再生画像に四角いノイズが出る。
・再生画像の一部が動かない。
・再生画像が出ない。

ビデオヘッドが汚れているときの画像

結露が起きたときは
カセットは直ちに取り出してください。警告表示
が出ている間は、EJECT6ボタン以外は働きませ
ん。
電源を切ってカセットぶたを開けたまま、結露が
なくなるまで（約1時間）放置してください。電源
を入れても警告表示が出ず、カセットを入れてビ
デオ操作ボタンを押しても6が点滅しなければ使
用できます。

ヘッドをきれいにする
ビデオヘッドが汚れると、正常に録画できなかっ
たり、ノイズの多い再生画像になったりします。
次のような症状になったときは、別売りのクリー
ニングカセットDV-12CLを使ってヘッドをきれい
にしておきましょう。

結露が起こりやすいのは
次のように、温度差のある場所
へ移動したり、湿度の高い場所
で使うときです。

• スキー場のゲレンデから暖房
の効いた場所へ持ち込んだと
き

• 冷房の効いた部屋や車内から
暑い屋外へ持ち出したとき

• スコールや夏の夕立のあと
• 温泉などの高温多湿の場所

結露を起こりにくくするために
本機を温度差の激しい場所へ持
ち込むときは、ビニール袋に入
れて密封します。約1時間放置
し、移動先の温度になじんでか
ら取り出します。

ビデオヘッドは
長時間使用すると磨耗します。
クリーニングカセットを使って
も鮮明な画像に戻らないとき
は、ヘッドの磨耗が考えられま
す。このときは、ヘッドの交換
が必要です。お買い上げ店また
はソニーのサービス窓口にご相
談ください。

本機内部の「結露」

テープの「結露」

（ビデオ操作ボタンを押すと点滅）

や

このような画像になったら、クリーニング
カセットをお使いください。

ビューファインダーをきれいにする
1 1PUSHボタンを押して、

2接眼部をはね上げる。

2カメラ用のブロワーブラシなどで、ゴミを取り
除く。

2

1  
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1 肩あてを固定している

2本のネジをゆるめ、
肩あてをスライドさせ
る。

2 ボタン型リチウム電池
ぶたを開ける。

3 ボタン型リチウム電池
を押し下げながら、引
き出す。

4 新しいボタン型リチウ
ム電池CR2025を＋
（プラス）面が見えるよ
うにはめ込む。

5 ボタン型リチウム電池ぶたを閉める。

6 肩あてを元の位置に戻し、ネジをしめる。

CR 2025

電源をつけたまま交換します。

ボタン型リチウム電池は‘と’の向きを正し

く入れてください。ボタン型リチウム電池が

必要なのは、合わせた日付・時刻などを電源

の入／切に関係なく保持するためです。

電池は市販のボタン型リチウム電池

CR2025 を使用してください。

ボタン型リチウム電池を交換する

CAMERA/VTRスイッチを
「CAMERA」にするとファインダー
に I が点滅するとき。

C

R2025 CR2025

＋（プラス）面 －（マイナス）面

ボタン型リチウム電池につい
て

• ボタン型リチウム電池を
誤って飲み込むことのない
よう、本機および電池は特
に幼児の手の届かないとこ
ろに置いてください。

• 万一電池を飲み込んだ場合
には、直ちに医師と相談し
てください。

• 接触不良を防ぐため、使用
する前に電池を乾いた布で
よくふいてください。

• 分解や加熱をしたり、
ショートさせたり、火の中
に入れたりしないでくださ
い。破裂するなどの危険が
あります。また、捨てると
きは燃えないゴミとして適
宜、処理してください。

お買い上げ時に装着済みのボ
タン型リチウム電池は

1年もたないことがありま
す。
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故障かな？と思ったら

修理にお出しになる前に、もう1度点検して
みましょう。それでも正常に動作しないとき

は、お買い上げ店、ソニーのサービス窓口、

お客様ご相談センターまたはDCR-VX9000

テクニカルインフォメーションセンター（保

証期間中のみ）にお問い合わせください。

ファインダーに見慣れない表示がでたとき

は、90ページをご覧ください。

撮影中
こんなときは

START／STOP
ボタンを押しても
テープが走行しない。

電源が途中で切れる。

ファインダーの画像が
はっきりしない。

手振れ補正が働かない。

オートフォーカスが
働かない。

マイクの音が出ない。

ヘッドホン、音声出力から
の内蔵マイクの音がモノラ
ルになる。

ファインダー内にvが
点滅している

これが原因です。

• CAMERA／VTRスイッチが
「CAMERA」になっていない。

• テープが終わりになってい
る。

• カセットが誤消去防止状態に
なっている。

• テープがヘッドドラムに貼り
ついている (結露)。

• スタンバイスイッチが
「PHOTO STANDBY」になっ
ている。　　

撮影スタンバイ状態が5分以上続
いたとき、バッテリーの消耗を
防ぎ、テープを保護するために
自動的に電源が切れる。

視度調節が正しくない。　　

STEADY SHOTスイッチが
「OFF」になっている。

• 手動ピント合わせになってい
る。

• オートフォーカスが働きにく
い状態で撮影している。

AUDIO INPUT SELECTスイッ
チが「LINE」になっている。

DIRECTION SELECTスイッチ
が「0°」になっている。

ビデオヘッドが汚れている。　
　

次のことを点検してください。

•「CAMERA」にする。

• 巻き戻すか、新しい
テープを入れる。

• そのカセットで撮るな
ら誤消去防止ツマミを
赤が見えない側にす
る。または新しいカ
セットを入れる。

• カセットを取り出し
て、約1時間してから
もう1度入れ直す。

• スタンバイスイッチを
「STANDBY」にす
る。

1度スタンバイスイッチ
を下げてから、もう1度
上げる。

視度調節する。

「ON」にする。

• FOCUSスイッチを
「AUTO」にする。

• 手動でピントを合わせ
て撮影する。

「MIC」にする。

「90°」または「120°」に
する。

別売りのクリーニングカ
セットできれいにする。

参照ページ

13

11、20

73

74

13

13

12

46

34

36

50

50　　
　

74
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再生中
こんなときは

ビデオ操作ボタン
が働かない。

画像がぼけたり、 映ら
なかったりする。

ノイズが多かったり、
映らなかったりする。

音声が小さい。
または聞こえない。

撮影中・再生中
こんなときは

POWERスイッチを
「ON」にしても動作
しない。

「D ZOOM」
「16:9WIDE」が
「ON」にならない。

オーバーラップが
できない。

スローシャッターになら
ない

ろうそくの火やライト
などを暗い背景の中で
撮ると、縦に帯状の線
が出る。

明るい被写体を写すと
縦に尾を引いたような
画像になる。

DIGITAL MODEスイッチが
「OVERLAP」になっている。　
　

DIGITAL MODEスイッチが
「ZOOM/16:9WIDE」になって
いる。

DIGITAL MODE スイッチが
「OVERLAP」になっている。

背景とのコントラストが強い被
写体の場合に出る現象で、故障
ではない。

スミア現象といい、故障ではな
い。

「ZOOM/16:9WIDE」に
する。　　　　　　　　
　

「OVERLAP」にする。

「ZOOM/16:9WIDE」に
する。

____

____

68

23

39

─

─

次のページへつづく 

これが原因です

• CAMRA／VTRスイッチが
「VTR」になっていない。

• テープが終わりになっている。

テレビのビデオ用チャンネルが
正しく調整されていない。

ビデオヘッドが汚れている。　
　

録音レベルを手動で小さくして
撮影した。

参照ページ

19

20

18

74

─

次のことを点検してください

•「VTR」にする。

• テープを巻き戻す。

調整し直す。

別売りのクリーニングカ
セットできれいにする。

____

これが原因です

• バッテリーが消耗している／
取り付けられていない／消耗
が近い。

• ACパワーアダプターのプラグ
がコンセントからはずれてい
る。

次のことを点検してください

• 充電されたバッテリー
を取り付ける。

• コンセントに差し込
む。　　　　　　　　
　

参照ページ

9、10
　　　

65　　
　　　
　



78

その他
こんなときは

ダビング編集中、DV
ケーブルを正しく接続
しているのにモニター
画像が出ない

アフレコができない

付属のリモコンが働か
ない。

ファインダー内にゴミ
が入っている。

バッテリーの消耗が
早い。

カセットが取り出せない。

　　

{と6が点滅し、
EJECT6ボタン以外
働かない。

• 温度が極端に低いところで
撮影／再生している。

• 充電が不十分。

• バッテリーそのものの寿命。
　　

• 電源（バッテリーやACパ
ワーアダプター）がはずれて
いる。

• バッテリーが消耗している。
　　

結露

____

• 充分に充電する。

• 新しいバッテリーに交
換する。

• 電源をきちんと接続す
る。

• 充電されたバッテリー
を取り付ける。

カセットを取り出して、
約1時間してからもう1度
入れ直す。

─

9

10

65

9、10

74

故障かな？と思ったら（つづき）

これが原因です

____

16ビットモードで記録された
テープにはアフレコできませ
ん。

• メニューの「COMMANDER」
を「OFF」にしている。

• リモコンのIDが登録されてい
ない。

• リモコンと本体のリモコン受
光部の間に障害物がある。

• リモコンの乾電池の＋極とー
極が、正しく入っていない。

• 乾電池そのものの寿命。

____

次のことを点検してください

• DVケーブルを1度抜い
てからもう1度接続し
なおしてください。

____

•「VTR4」または「ID」
にする。

• IDを登録する。

• 障害物を取り除く。

• ＋極とー極を合わせて
正しく入れる。

• 新しい乾電池に交換す
る。

接眼部をはね上げて、掃
除する。

参照ページ

59

16

68

86

ー

85

85

74
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• 大韓民国
• 台湾
• チリ
• ドミニカ
• トリニダードト
バコ

• ニカラグア
• ハイチ
• パナマ
• バミューダ
• バルバドス

海外で使うとき

海外のコンセントの種類

日本と同じカラーテレビ方式（NTSC）を採用している国
（五十音順）

本機は外国でもお使いになれます

別売りのACパワーアダプターAC-V615
は、AC100V～240V・50/60Hzの広範囲
な電源でお使いいただけます。

また、バッテリーも充電できます。ただし、

電源コンセントの形状の異なる国では、電源

コンセントにあった変換プラグアダプターを

あらかじめ旅行代理店でおたずねの上、ご用

意ください。

再生画像を見るには、日本と同じカラーテレ

ビ方式（NTSC）で、映像/音声入力端子付
きのテレビ（またはモニター）および接続

ケーブルが必要です。

• アメリカ合衆国
• エクアドル
• エルサルバドル
• カナダ
• キューバ
• グアテマラ
• グアム
• コスタリカ
• コロンビア
• スリナム
• セントルシア

• フィリピン
• プエルトリコ
• ベネズエラ
• ペルー
• 米領サモア
• ボリビア
• ホンジュラス
• ミクロネシア
• ミャンマー
• メキシコ
（NHK文研月報に
よる）

保証書とアフターサービス

必ずお読みください
録画内容の補償はできません
万一、デジタルビデオカメラレコーダーやテープな
どの不具合により録画や再生ができなかった場合、
記録内容の補償については、ご容赦ください。
保証書は国内に限られています
このデジタルビデオカメラレコーダーは国内仕様
です。外国で万一、事故、不具合が生じた場合の
現地でのアフターサービスおよびその費用につい
ては、ご容赦ください。

保証書
この製品には保証書が添付されていますので、お
買い上げの際お買い上げ店でお受け取りくださ
い。所定事項の記入および記載内容をお確かめの
上、大切に保存してください。
保証期間は、お買い上げ日より1年間です。

アフターサービス
調子が悪いときはまずチェックを
”故障かな？と思ったら”の項を参考にして故障か
どうかお調べください。
それでも具合の悪いときはサービスへ
お買い上げ店、または添付の“ソニーご相談窓口の
ご案内”にあるお近くのソニーサービス窓口、

DCR-VX9000 テクニカルインフォメーションセン
ター（保証期間中のみ）にご相談ください。
保証期間中の修理は
保証書の記載内容に基づいて修理させていただき
ます。詳しくは保証書をご覧ください。
保証期間経過後の修理は
修理によって機能が維持できる場合は、ご要望に
より有料修理させていただきます。
部品の保有期間について
当社はビデオカメラレコーダーの補修用性能部品
（製品の機能を維持するために必要な部品）を製造
打ち切り後最低8年間保有しています。この部品保
有期間が経過した後も、故障個所によっては修理
可能の場合がありますので、お買い上げ店か、
サービス窓口にご相談ください。

壁のコンセン 
トの形状例 

使用する変換 
アダプター 

主に北米、南米 
など 

不要です。 
ACパワーアダプ 
ターのプラグを 
直接差し込み 
ます。 

主にヨーロッパなど 
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主な仕様

システム
録画方式 回転2ヘッドヘリカルスキャン

録音方式 回転2ヘッド

12ビットモード（非直線）、

32 kHz／（ステレオ1、ステレ
オ2）

16ビットモード（直線）、

48 kHz

映像信号 NTSCカラー、EIA標準方式

使用可能カセット マークのついたカセット

テープ速度 約18.81 mm/秒

録画／再生時間 120 分（DV-120ME2使用時）

早送り、巻き戻し時間 3分（DV-120ME2使用時）

撮像素子 1/3 インチCCD固体撮像素子

レンズ 10倍ズームレンズ
f = 5.9～59 mm
（35 ｍｍカメラ換算では42～
420 mm ）
F 1.6～2.1
フィルター径52 mm

色温度切り換え 自動追尾、∑

e屋内（3200K）、w屋外

（5800K）

最低被写体照度 8ルクス

被写体照度範囲 8～100,000ルクス

推奨被写体照度 100 ルクス以上

シャッタースピード切り換え

1/4 ～1/10000

ゲイン切り換え -3dB～18dB

アイリス切り換え F1.6～F11、CLOSE

入・出力端子
S1映像出力端子 4ピンミニDIN（1）

輝度信号：1 Vp-p、75 Ω不平
衡

色信号：0.286 Vp-p、75 Ω不
平衡

映像出力端子 ピンジャック（1）、1 Vp-p、

75 Ω不平衡

音声出力端子 ピンジャック（2:L、R）
327 mV 、（47 kΩ負荷時）イン
ピーダンス2.2 kΩ

RFU DC出力端子 特殊ミニジャックDC5V（1）

ヘッドホン端子 ステレオミニジャック（Ø 3.5）
（1）

lLANC端子 ステレオミニミニジャック

（Ø 2.5）（1）

音声入力端子 ピンジャック（2:L、R）
327 mV 、（47 kΩ負荷時）イン
ピーダンス2.2 kΩ以下

外部マイク入力端子 ステレオミニジャック（Ø 3.5）
（1）0.388 mV、低インピーダン
スマイク用DC2.5～3V出力、イ
ンピーダンス6.8 kΩ

DC入力端子 4ピンコネクター

DV入力／出力端子 4ピン特殊コネクター

ビューファインダー接続端子

8ピンコネクター

電源部、その他
電源電圧 バッテリー端子入力7.2 V

外部電源供給端子入力8.4 V

消費電力 カメラ録画時11.2 W

動作姿勢 水平、垂直

動作温度 0 ℃～＋40 ℃

保存温度 －20 ℃～＋60 ℃

最大外形寸法 216 ×225×470 mm（幅×高さ
×奥行き）

（ビューファインダー収納時）

本体質量 約3.4 kg（バッテリー、ボタン
型リチウム電池、テープ含まず）

撮影時総質量 約3.7 kg（バッテリーパック
NP-F730 、ボタン型リチウム電
池CR2025、テープDV-
120ME2 含む）

内蔵マイクロホン ステレオエレクトレットコンデ

ンサーマイク

内蔵スピーカー ダイナミックスピーカー

付属品 ワイヤレスリモコン（1）
単3型乾電池（リモコン用、2）
AV接続ケーブル（1）
S映像ケーブル（1）
ボタン型リチウム電池CR2025
（本体に装着済み、1）

肩あて用クッション（1）

サイドクッション（2）
取扱説明書（1）
安全のために（1）
保証書（1）
ソニーご相談窓口のご案内（1）

本機の仕様および外観は、改良のため予告なく変更するこ

とがありますが、ご了承ください。
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各部のなまえ　

本体

使いかたの説明は、（　）内のページにあります。

次のページへつづく 

フォーカス

FOCUSスイッチ（36ページ）

パワー

POWERスイッチ（13ページ）

エディットサーチ

EDITSEARCHボタン（17ページ）

カメラ ブイティーアール

CAMERA/VTRスイッチ（13、19ページ）

肩あて（4ページ）

エヌディー フィルター

ND FILTERスイッチ（44ページ）
プッシュ オート

PUSH AUTOボタン（37ページ）

アイカップ（4ページ）

視度調節リング（12ページ）

プッシュ

PUSHボタン（74ページ）

バッテリー

BATTボタン（10ページ）

カセットぶた
（11ページ）

イジェクト

EJECT6ボタン
（11ページ）

バッテリー取付部
（10ページ）

スピーカー（16ページ）

フォーカスリング（36ページ）

ビューファインダー（8ページ）

ストッパーピン（8ページ）

ビューファインダー
ロックレバー（12ページ）

サイドクッション、肩あて用クッションの貼りかた
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各部のなまえ（つづき）　使いかたの説明は、（　）内のページにあります。

グリップ（4ページ）

タリー

TALLYスイッチ
（15ページ）

前部録画／バッテリーランプ
（15ページ）

ブライト

BRIGHTつまみ（12ページ）

フェーダー オーバーラップ

FADER/OVERLAPボタン
（22、23ページ）

レンズフードのはずしかた
コンバージョンレンズなどを付
けるためにレンズフードをはず
すときは、レンズフード固定ネ
ジをゆるめてから、レンズフー
ドを左方向に回して（ねじって）
はずします。

ショルダーベルト
取付部

ローアングル録画
スタート ストップ

START/STOPボタン
（4ページ）

ホワイト バランス

WHITE BALANCE∑

（ワンプッシュホワイトバランス）
ボタン（48ページ）

前部リモコン受光部
（86ページ）

グリップベルト
（4ページ）

コントラスト

CONTRつまみ（12ページ）

カスタムプリセットチェック

CP CHECKボタン（53ページ）
フードキャップ（13ページ）

このマークは、ソニーのビデオ
機器関連商品の純正マークで
す。

ソニーのビデオ機器をお求めの
際は、同じマークもしくはソ
ニーのロゴマークがついている
ビデオ機器関連商品をおすすめ
します。

これらは登録商標です。

レンズフード

ショルダーベルト（別売り）の取り付けかた
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lLANC（リモート）マークに
ついて

lは、LANC端子のマークで
す。LANC端子とは、ビデオ機
器と周辺機器を接続し、テープ
走行などをコントロールできる
ようにした端子です。

次のページへつづく 

ハンドル

オーディオ イン

AUDIO IN端子（63ページ）
モニター レベル

MONITOR LEVEL
つまみ（16ページ）

2（ヘッドホン）端子（16ページ）

オーディオ インプット セレクト

AUDIO INPUT SELECTスイッチ
（50、63ページ）

ディーシーイン

DC IN端子（65ページ）

映像／音声出力端子
（18、60ページ）

ビルトイン マイク

BUILT-IN MICスイッチ
（50ページ）

スタンバイスイッチ（13ページ）

スタート ストップ

START/STOPボタン
（14ページ）

マイク
マイク

MICスイッチ
（50ページ）

レンズフード
固定ネジ

ズームボタン
（15ページ）

フォト

PHOTOボタン
（26ページ）

マイクウインド
スクリーン固定ネジ

マイク プラグ イン パワー

MIC (PLUG IN POWER)端子
（15、50ページ）

ディレクション セレクト

DIRECTION SELECT
スイッチ（16、50ページ）

別売りの外部マイクを使う場合

MIC(PLUG IN POWER)端
子はプラグインパワー方式の外
部マイク用電源端子とマイク入
力端子が兼用になった端子で
す。外部マイクを使っていると
きは、BUILT-IN MICスイッチ
による風音低減機能は働きませ
ん。

ビュー ファインダー

VIEW FINDER 接続端子
（8ページ）

ランク

lLANC（リモート）端子
（59ページ）

ディーブイ イン　アウト

DV IN/OUT端子
（59ページ）

後部リモコン受光部（86ページ）
後部録画／バッテリーランプ
（15ページ）

エス ビデオ アウト

S1 VIDEO OUT端子
（18ページ）

アールエフユーディーシーアウト

RFU DC OUT 端子
（18ページ）

アクセサリーシュー
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各部のなまえ（つづき）　使いかたの説明は、（　）内のページにあります。

オーディオ ダビング

AUDIO DUBボタン
（64ページ）

メニュー操作ボタン（66ページ） 操作ボタンカバー

レック レベル

REC LEVELつまみ
（49ページ）

ピーク

PEAKランプ（49ページ）

表示窓

ディスプレイ ライト

DISPLAY LIGHTスイッチ　表示窓のライトの入／切ができます。

ホワイト バランス オート マニュアル

WHT BALつまみとAUTO/MANUALスイッチ（47ページ）

ステディ ショット

STEADY SHOTスイッチ（46ページ）

ゲイン オート マニュアル

GAINつまみとAUTO/MANUALスイッチ（42ページ）

デジタル モード

DIGITAL MODEスイッチ（23、24、68ページ）

シャッター スピード オート マニュアル

SHUTTER SPEEDつまみとAUTO/MANUALスイッチ（39ページ）

オート ロック

AUTO LOCKスイッチ（34ページ）

オーディオ モニター

AUDIO MONITORスイッチ（49ページ）

スピーカー

SPEAKERスイッチ（16ページ）

オーディオ モード

AUDIO MODEスイッチ（16ページ）

ゼロ セット メモリー

ZERO SET MEMORYボタン（19、62ページ）

マイク セレクト

MIC SELECTスイッチ（50ページ）

レック レベル

REC LEVELスイッチ（49ページ）

肩あて固定ネジ
（4ページ）

三脚用ネジ穴（底面）（5ページ）

ボタン型リチウム電池入れ（底面）（75ページ）

アイリス オート マニュアル

IRISつまみとAUTO/MANUALスイッチ（38ページ）

ビデオ操作ボタン
（19ページ）
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電池の入れかた

1  押しながらずらす。 2  入れる。 3  もとに戻す。

リモコン発光部
フォト

PHOTOボタン（26ページ）
ディスプレイ

DISPLAY ボタン（20ページ）
サーチ モード

SEARCH MODEボタン（54ページ）

ゼロ セット メモリー

ZERO SET MEMORYボタン
（19、62ページ）

リモコンモード切換スイッチ
本体の設定に合わせて「VTR4」
または「ID」を選びます。
「VTR2」では操作できません。

スタート ストップ

START/STOPボタン
ズーム

ZOOMボタン
データ コード

DATA CODEボタン（58ページ）

ビデオ操作ボタン（19ページ）

オーディオ ダビング

AUDIO DUBボタン
（64ページ）

乾電池について
乾電池の使いかたを誤ると、液
もれや破裂のおそれがありま
す。次のことは必ずお守りくだ
さい。

• ＋と－の向きを正しく入れて
ください。

• 新しい乾電池と使用した乾電
池、または種類の違う乾電池
を混ぜて使用しないでくださ
い。

• 乾電池は充電できません。

• 長い間乾電池を使わないとき
は、取り出しておいてくださ
い。

液もれがおこったときは、電池
入れについた液をよくふき取っ
てから新しい乾電池を入れてく
ださい。

リモコンについて

• 本体のリモコン受光部に直射
日光や照明器具の強い光があ
たらないようにご注意くださ

い。リモコン操作ができない
ことがあります。

• 付属のリモコンで本機を操作
しているときに、他のビデオ
デッキが誤動作することがあ
ります。その場合、本機のリ
モコンモードを「ID」に切り
換えるか、または黒い紙でリ
モコン受光部をふさいでくだ
さい。

次のページへつづく 
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MENU

COMMANDER        VTR4
                                OFF
                                 ID
                                 ID SET

[ MEMU ] : END

MENU

COMMANDER        VTR4
                                OFF
                                 ID
                                 ID SET

COMMANDER [ STOP ] : ID SET

リモコンのIDを登録する

リモコンモード切り換えスイッチを「ID」に
すると、他の人のリモコンで動作しないよう

にできます。「ID」設定した場合には、本体
に付属しているリモコンをお使いください。

はじめてお使いになるときにリモコンのID
登録をしてください。リモコンの登録は、次

のようにします。

1 操作ボタンカバーを開け、

MENUボタンを押してメ
ニュー画面を出す。

2 ∨または∧ボタンで
「COMMANDER」を選び、
EXECUTEボタンを押す。

3 ∨ボタンを押して「ID SET」
を選ぶ。

4 リモコンのリモコンモード切
換スイッチを「ID」にする。

5 リモコンをリモコン受光部に
向けて、リモコンのπSTOP
ボタンを押す。
「ピーッ」と鳴って登録が完了しま
す。メニュー画面のカーソルが「ID」
の位置に移ります。

6 MENUボタンを押して、メ
ニュー画面を消す。

b
MENU

COMMANDER        VTR4
                                OFF
                                 ID
                                 ID SET

[ MENU ] : END

各部のなまえ（つづき）　使いかたの説明は、（　）内のページにあります。

リモコンの操作範囲
リモコンの届く範囲は屋内使用
時で約5mです。本体のリモコ
ン受光部に向けて操作してくだ
さい。角度によっては操作でき
ない場合があります。

リモコンとリモコン受光部との
間には
障害物がないようにご注意くだ
さい。

リモコンのIDを1度本機に登録
すると
再び登録する必要はありませ
ん。メニューを「ID」に合わ
せ、リモコンのリモコンモード
切換スイッチを「ID」にしてお
使いください。

登録したIDは
ボタン型リチウム電池を交換し
ても消えません。

メニューの「BEEP」を「OFF」
にしているときは
手順5の後でも、ブザー音は鳴
りません。
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ファインダーの表示

表示窓の表示

手動ピント合わせ表示（36ページ）

NDフィルター表示（44ページ）

ホワイトバランス表示（47ページ）

手振れ補正表示（46ページ）

手動調節（34ページ）／ワイド
表示（24ページ）／フェーダー
／オーバーラップ表示（22
ページ）

録画／バッテリーランプ
（14ページ）

カスタムプリセット表示
（51ページ）

撮影スタンバイ／撮影中表示
（13ページ）

タイムコード表示
（14ページ）

テープ残量表示
（14ページ）

音声モード表示
（16ページ）

撮影モード表示（26
ページ）／
カセットメモリー表示
（11ページ）

バッテリー残量表示
（14、90ページ）

データコード表示（57ページ）

ボタン型リチウム電池表示（75ページ）

警告表示（90ページ）

日付／アイリス表示（38、71ページ）

バッテリー残量表示（90ページ）

時刻表示（71ページ）

テープ残量表示（14ページ）

音声レベル表示（49ページ）

タイムコード表示（14ページ）

ゼロセットメモリー表示
（19、62ページ）

警告表示（90ページ）

フラッシュ表示

PEAKランプ（49ページ）

ズーム表示（15ページ）

音声入力表示
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用語解説

ゼブラパターン…45ページ
ファインダーに出る、被写体の信号レベルを示
す縞模様のこと。この模様が出る部分は、白と
びすることがある。

タ行

タイムコード…14ページ
テープ上の位置を映像とともに時・分・秒・フ
レーム（1フレーム＝約1／30秒）単位で記録す
る機能。1フレームが映像の1コマに対応してい
る。DV方式ではフレーム単位でカウントでき
るので、テープ位置の正確なカウンターとして
使える。

データコード…57ページ
テープを録画した日付（年・月・日）、時刻
（時・分・秒）とビデオカメラの設定をテープに
記録する機能。再生時、必要に応じて画面上に
表示できる。後から撮影日時と撮影情報の確認
をする場合などに使える。

ドロップフレーム方式…14ページ
タイムコードとフレーム間のずれを補正する方
式のこと。30フレーム／秒でカウントするタイ
ムコードと、フレーム周期が29.97秒のNTSC
映像信号との間に起きるずれは自動的に補正さ
れる。分の単位が更新されるときに、フレーム
を02から始めることで補正を行う。ただし、分
が10の倍数のときは00から始める。

ハ行

被写界深度…38ページ
実用上ピントが合っているように見える範囲の
こと。
被写体にピントを合わせると、前後はボケます
が、実際にはこの前後についても、ある範囲内
ピントがあっているように見えます。
この範囲が広いときは「被写界深度が深い」、範
囲が狭いときは「被写界深度が浅い」といいま
す。

ホワイトバランス…47ページ
白い被写体が白く映るように色を調整するこ
と。本機では自動設定、手動設定のほかにw

（屋外）、e（屋内）の設定を選べる。

ア行

アイリス…38ページ
絞りのこと。レンズを通る光の量を調節する。

音声モード…16、63ページ
音声の記録モードのこと。DV方式では、次の2
種類がある。
① 12ビットモード
ステレオ1（撮影時の音声）とステレオ2（ア
フレコした音声）の2つのステレオ音声が32
kHzで記録できる。本機では再生時にメ
ニューの「AUDIO MIX」でステレオ1とス
テレオ2のバランスを調節でき、どちらの音
声も聞くことができる。

② 16ビットモード
ステレオ音声を高音質で記録できるが、アフ
レコすることはできない。
本機は48 kHzでのみ記録でき、32 kHz、
44.1 kHz、48 kHzで記録された音声を再
生できる。

カ行

ゲイン…42ページ
映像信号の大きさを電気的に増幅する度合のこ
と。被写体が暗いときなどにはゲインを上げ
る。ただし、ゲインを上げるとノイズが多くな
る。

サ行

自動ピント合わせのしくみ…36ページ
自動ピント合わせは、横方向に走査する映像信
号からピントを検出する。そのため、被写体が
横じまだけのものや背景とのコントラストの低
いものは、自動でピントが合いにくいことがあ
る。

シャッタースピード…39ページ
シャッターが開いている時間のこと。シャッ
タースピードが早いほど、動いている被写体で
もブレの少ない画像を得られる。高速の被写体
をはっきり撮影したいときは、シャッタース
ピードを上げる。
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エヌティーエスシー

NTSC方式…79ページ
日本やアメリカ合衆国などで使われているカ
ラーテレビ方式。NTSC方式で記録されたテー
プはヨーロッパなどで使われているPALや
SECAM方式のビデオでは再生できない。本機
を海外で使うときはご注意ください。

アールエフユー

RFUアダプター…18ページ
ビデオの映像・音声信号をテレビ電波と同じ信
号に交換し、テレビの1または2チャンネル（国
内仕様の場合）で再生できるようにするもの。
エス エスワン

S映像端子/S1映像端子…18ページ
映像信号を構成する色信号と輝度（白黒）信号を
分解して、より鮮明な映像を再現する端子。S1
映像信号では、通常のS映像信号にワイドモー
ド自動選択用の信号が加算されている。

ラ行

リモコンモード…68ページ
リモコン信号の種類。ソニー製ビデオ機器間で
のリモコンによる誤動作を防ぐために、
VTR1、VTR2、VTR3、VTR4、IDの5種類あ
る。本機はVTR4とIDのどちらかを選ぶ。大勢
の人が集まって撮影するときや誤動作を避けた
いときは、IDモードを選ぶ。

アルファベット順
ディーブイ

DV静止画ビデオキャプチャーボード…27
ページ
デジタルビデオの画像をパソコンに静止画とし
て取り込むためのパソコン用の拡張ボード（基
板）。本機のDV端子を使って接続すると、デジ
タルのまま画像をパソコンに転送できる。市販
のアプリケーションソフトウェアを使えばパソ
コンに取り込んだ画像をさまざまに加工した
り、印刷したりできる。
ディーブイ

DV方式…73ページ
コンスーマー向けに新たに開発されたデジタル
ＶＴＲの方式。映像および音声信号をデジタル
信号でテープに記録するため、高画質、高音質
で記録できる。

アイディーワン

ID-1方式…24ページ
ビデオ信号のすきまに信号を加算することによ
り、画像の縦横比（16：9、4：3またはレター
ボックス）の情報を通信するシステムのこと。
この方式に対応しているテレビとつなぐと、自
動的にテレビのワイドモードが切り換わる。

アイディーツー

ID-2方式
ID-1方式に加え、著作権保護のための信号をア
ナログ接続において行うためのシステム。
エヌディー

NDフィルター…44ページ
アイリスやシャッタースピードを調節すること
なしに光量を減らすための光学フィルター。本
機のNDフィルターは内蔵式で、スイッチで入
／切する。



90

警告表示とお知らせメッセージ

ファインダーには、次のような表示が出ます。

詳しい説明は、(　) 内のページにあります。
• 表示は実際には白色です。
• ≥はおしらせブザー音の鳴るものです。

バッテリー残量

バッテリー残量表示について

(残量表示がnになるとファインダーにiマークが点滅す
る。)

テープ残量

≥テープの終わり

ヘッド汚れ（74ページ）

クリーニングカセットできれいにする。

ボタン型リチウム電池の消耗／ボタ
ン型リチウム電池が入っていない
（75ページ）

カセットが入っていない

≥カセット誤消去防止（73ページ）

カセットの誤消去防止ツマミを確認する。

カセットメモリー書き込み中
（11ページ）

≥結露（74ページ）

テープを取り出し、カセット入れを開けたまま約1時間放置
する。

≥その他の異常

1度カセットを取り出す。変わらない場合は１度電源を切
り、バッテリーを取りはずす。再びバッテリーを取り付
け、電源を入れる。それでも表示が消えないときは、お買
い上げ店か、ソニーのサービス窓口にご相談ください。

遅い点滅

  C MEMORY

遅い点滅
(表示が消えてから自動的にカ
セットが出てきます。)

遅い点滅：消耗間近
速い点滅：完全に消耗

テープ残量表示
(残量時間が5分以下になる
とLが点滅します。)

速い点滅

点滅

バッテリー残量表示

5min

遅い点滅

遅い点滅

速い点滅

遅い点滅

速い点滅

遅い点滅



 

ご
注
意
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五十音順

ア行
明るさ調節............................. 34
アイリス ................................ 38
インターバル録画 ................. 28
エディットサーチ ................. 17
オートロック......................... 34
オーバーラップ ..................... 23
お手入れ ................................ 74
音声モード.................... 16、50

カ行
海外で使うとき ..................... 79
外部マイク（別売り）............ 15
カスタムプリセット ............. 51
カセットメモリーサーチ ..... 54
カラーテレビ方式 ................. 79
画質設定 ................................ 51
グリップベルト ....................... 4
警告表示 ................................ 90
ゲイン .................................... 42
結露 ........................................ 74
広角 ........................................ 15
高速アクセス......................... 21
誤消去防止つまみ ................. 73
コマ送り ................................ 21
コマ撮り ................................ 30

サ行
サーチ方式.................... 54、70
視度調節 ................................ 12
シャッタースピード ............. 39
手動調節 ................................ 34
手動ピント合わせ ................. 36
充電 .......................................... 9
充電確認マーク ....................... 9
ズーム .................................... 15
静止画 ........................... 20、26
接続（テレビで見るとき）.... 18
（編集のとき）............... 59

ゼブラパターン ..................... 45
ゼロセットメモリー .... 19、62

索引

ワ行
ワイド再生............................. 70
ワイドTV ............................... 24
ワンプッシュホワイトバランス

.............................................48

アルファベット順
ACパワーアダプター........... 65
AV接続ケーブル ................... 18
COPY INHIBIT表示 ........... 73
DVケーブル .......................... 59
DV方式 ......................... 73、89
ID-1方式 ....................... 24、89
lLANC端子......................... 83
NDフィルター ...................... 44
NTSC方式 ............................ 79
RFUアダプター .................... 18
S（S1）映像端子 .................. 18

タ行
タイムコード......................... 14
ダビング編集......................... 59
使えるビデオカセット ......... 73
つなぎ撮り............................. 13
データコード......................... 57
テープ残量表示 ..................... 14
テープの終わり表示 ............. 90
手振れ補正............................. 46
電源（家庭用コンセント）... 65

（バッテリー）................ 9
撮る姿勢 .................................. 4

ハ行
バッテリー残量表示 ............. 90
バッテリー............................... 9
日付サーチ............................. 54
日付・時刻の記録 ................. 57
ビデオカセット ..................... 73
ビューファインダーの表示 . 87
ファインシンクロエディット

.............................................60
フェードイン・フェードアウト

.............................................22
フォーカス............................. 36
フォトサーチ......................... 54
フォトモード撮影 ................. 26
ヘッド .................................... 74
ヘッドホン端子 ..................... 83
ヘッド汚れ表示 ..................... 90
望遠 ........................................ 15
ボタン型リチウム電池 ......... 75
ホワイトバランス ................. 47

マ行
メニュー ................................ 66

ラ行
リモコン ................................ 85
リモコン受光部g ........ 82、83
リモコンのID ........................ 86
レックレビュー ..................... 17
録音レベル............................. 49
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ご相談になるときは次のことをお知らせください
● 型名：DCR-VX9000
● 故障の状態：できるだけ詳しく
● お買い上げ年月日

こんなときはこの機能

再生するとき

見たい場面にすばやく戻したい
→ ゼロセットメモリー（19ページ）

各場面の頭出しをしたい
→ カセットメモリーサーチ（54ページ）

撮影した日時を確認したい
→ データコード（57ページ）

再生するとき

ナレーションを録音したい
→ アフレコ（63ページ）

撮影するとき

撮影状況に合わせたい
明るい

スキー場、真夏の海岸
→ NDフィルター（44ページ）

パーティー会場
→ ホワイトバランス（47ページ）

暗い

夜景、夕景、花火
→ ゲイン（42ページ）

コントラストが強い
→ ゼブラパターン（45ページ）

広い範囲にピントを合わせる
→ アイリス（38ページ）

被写体の動きが速い

ゴルフスイングなど
→ シャッタースピード（39ページ）

 風が強い
→ WIND（50ページ）

画像をこうしたい
写真のような静止画を撮りたい
→ フォトモード（26ページ）

アニメーションのような効果を出したい
→ コマ撮り（30ページ）

花の開花や、昆虫の羽化を撮りたい
→ インターバル録画（28ページ）

効果的な場面転換をしたい
→ フェードイン、フェードアウト、オーバー
ラップ（22、23ページ）

被写体を引き立てたい
→ アイリス（38ページ）

意図的にピントを合わせたい。
→ 手動ピント合わせ（36ページ）

映画のように横長の画像にしたい
→ ワイドTVモード（24ページ）

保証期間中の故障に関するお問い合わせは 
 
　テクニカルインフォメーションセンターへ 
　0120-86-4021（フリーダイヤル） 

DCR-VX9000


